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　　　　　　　　2者関係に及ぼす自己評価の効果

．≒昌他者か．らの働ざかげに対サる反応牽規定ずる要因とレて

梶

京　　都

田

　個入が・自己をどの．ように見ているがという自犀概念

と社会欄互作用と卵醐係についで二塁く
の研究がな趣で晦．そ・しで多くの研究灘が自一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　創面が絵酌相互｛禰の中で形成・齢されるζ

と，ま．た，ひるがえってその自．己概念力・社会欄互作

用を齪嫡φ’く首と．を主難でレ沸m．呪．’＝

　こめ定価概念について，．これまで貫きく分けて2つ

の方向か’らあ耕望みな．されできたg’㌃即ち｝㊥自己概念

の構造；を周憩三する1も1（づ、’．⑨由琶概念を’ゴづめ次元で

と．ら．えで他痂諸変数とめ下め閾係｛ピ見よう孝する・もσう1’

である謡者φ磯にお・．・ては・’．自己i高庇、．圃f遍

、、ピi3f心惑∋∫自・己受容仙1毎¢ご献a：血b・）．・・崖1；

邑｝意ザ・ず甲乙慧〕（蛇匠一fav＝6面bii．i．ピ動弘自i〔ヨに対：ずる’

態慶（§．益員狸atと｛ピUdを），1封二品面・（藪」・戯而）．1・等

の両流・・瞭：、ら．れそき臨．・柄海（1白のは・’こ：一応ら．・

め誌旛iをiは血ずじ．も伺意諮ではな．く，．意図する喬はぞ

れそれ多少異なっていうにも．カ・かわらず・ど．ぬ厩念も・

．自己に対すろ一般的，包括的な評価的態度1（的邸年三！．

ti悟舗卿の．を言わし℃・る点で共｝敵あると：考

え．9eLlf；＝δg肚41h9．　a亡£i．切d色・’と総称L：でいる∵

．軍研究・でば自i葺評価’を問題にずるめ；であち・がゼこご：．

でこの自β三三．．贈・対し艘の三三三三
る．か否定的で’あ励・ドずなわち自E．に対する滴建言の・

秘錠凱て漉’たい・勘よ・う憶嘘柳硝
．己評価はこ瓦まで．2㍗つめ考え方の黍に測定．さ．脱・て・ぎ

た。ゴづは現実め百：己φ｛蜜・（Iictu白1忘’elf）’と1理浮嚢1

な：慮己の｛象’ ﾄ玉46直1sさ1主）　とあ間め食い旧いあプくぎさ．豆

（〔Sセ．lf畜工40．a1・〕・己18こ牟p甜・殉・．・あろいぼ両自・己

f⑳相閨て＄ピ1丘｝i晦1’づbf三三f6hうを＝．馳にず61

＝考え方であろ。．ζれは，こう’ありたいど望んでいる姿［

大’　。学

叡．・　．’一

から：現実の自書がどの位ずれて．いると意識していうか

鯛定％ζとによ・物理め位階の自己に解し

坐るかを問舳劇魁よう’と穿軸のであろ繕
うiつ1．ま現実の自己ψ）橡だけを商題にすうもあであ

る。．ζれ［瀕実の舵を肯定的こ見て・｝うか目零的覧

躰・赫とい狛弓に対する態度牽・・寵以クゆ対

頚に対すう態度を測定するあと向様・直接的に測定し

ようどす石ものである亨こめ両者φ岡の蘭係はまだ十

分醐’らかにさ．れていない⇒・野田の岬ζ耳馨

るには問題が勢州で・デ応区別・レて考斌い・．Fこ

で瞭者の測定諸躇ピよる．．臨日曜射すなわち磁

的に測定き’れた自．融雪価を問題にすることにする．。

対野田とこ賄うな配締ξ醐の脚離つい
て！ζれまでいくつか噺寧繊舜・れ鷺た・．、⑳

分野や早緒われろ千引は・便宜脚こ．3．つに分ける．ζ：・と

ができよづ。まず第画ま自，己評価・ど亭般的な他者に対

すろ態度との屈め開田についての問題である。この問

題については，自．己評価とr般的な他者に対する態度’

とめ相関が高いこと・すなわち胤Oを肯定的に見てい

る人は一般的に他者に対しても肯定的であり・逆に・

自．己．諮舳に敵い酬ま・搬的三三に航ても・

否定的であち．と．いう個係が萌らかにされた．（：B磯96ゴ

晦．晦1白54，1帝11｛・畑・倉后2．・・の二ご卿係．

1謡・一時点ばおける静的な相互閲孫からだけでな．く，．

セデビーあるい師鋤経験．によ1る自．己評価φ変化に

伴う丁てレ般．的な他者に対する癖i疫が変化ずるかξう・．

かと㌔．．・．う．点から・も．・砺究一された一（白tφCk　ig4⇔｝勤nデ

1e季’・ユ954）・。　そめ結稟喜」＝よ．う・ても・，　自．εヨ嵜平評血1缶うξ変イヒ．

ず名と搬騨儲瞬する駆も．同肪離変嫉，
る・ごとが発㍉見さ才している．汐　　　　　　“・．　　　π

　　て　　　’ユー一
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　第2は他者からの評価，承認等の働きかけに対する

友応として自己評価がどのように変化し，またその他

者への感情が．どう変化するかという．問題である。この

問題については，他者から’町定的評価を受け．ると白己』

に対して肯定的にな1〕（Maeher　et，a1，1962）．，

否定的評価を受けろと自．己に対する評価が下がる

（Haτvey　e止．．ゴ．L　l957　，　Harvey　　1962　，　Maeher

航，al．’1962）’ということが明ら．かにされた。また，

他者から承紐されるとその他者に対する態度が好通的

にな1，（Deutsch＆Solomon　1959，一］’ones　et．

al，1962），承認されなかった1）否定的な評価を受け

ろと，その他者に対する態度が非好意的な方向へ変化

する（Haエvey　et．　al．ユ957，　DeutSch＆Solo一

：mo！1　1959兜　正｛arY皇y　ユ962｝．］’ones　et．　alΣ＿　1962i）

ということが明ヴかにされた。

．． 謔Rば他者かウク）働きかけ｛二対レて反応する障，自1．

琴評価のレベルめ孝異によっ！てξのような反応印葦果

覗られるか≒い澗瞳あう・ζの問題につ、」庫

Ditte3（ig59b）が集団摩らの受容の場合について研

究滴おこなっているrそして受審された場金は集岡に．

ヅ靖な勘を感レ拒否興た場割峯昨対す碓力
を減ずるが，そめ’傾向ば自己評価の低唱’、人に著るしい

≒駐う結果を報告してい15。

幽’ ｱのように「対人関係カ1自．己評価とあ田下においで

い’くつかの角度から研究されてきたが，自己評価のレ

ベルの差異が自己と相互作用を営んでいる他者への反

応を．とのように規定．し’ているかという第3．あ問題はま

ξ病ずレも明乾かにさ’昨たと慧いえない．この点につ

、～’て若干め考察を加えるQが本薪究の口的である．。

定の欲求がその集団によって群1足させられろ度合と，

②その欲求の強さ，によって決定さ．れる・と・するなら，

「受容に対する欲求」は集団によって満足される欲求

であるところがら．，ある集団成員の受容に対する欲求

．の強さ（＝自自評価の程度）とその欲求の満足，不満

足．（＝受容・非受容）が個人に女寸すろその集団の魅力．

を規定するだろう．という考えを：展囲し，以上3つの変

数闘の仮説法脈係をFig．1のようなものとして述

集・

団

の
魅
力

．①

③

門

下．

容

畏
　．容

②

④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自，己評価高　∫．．幽．．．．低．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flg．．1．　Pi桂e『g）仮説の図式的提示．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼てpる。．多・してこの図式を大体支持するような実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果を報告して｝．、う。．（彼のデrタでは③「①・’②7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥①③の三一③＠の差，∫の湖に…観ヰ墓があワ，①州

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②，①一③の問には有位葦がなかっ1た）．。・・尚，・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　功tte5！の場合自．弓評価の指標：として．①適応感と自母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価潤すろユ頭日．の6郡ン，た尺度（鰍前）．・．⑨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　突験セッシ耳．ンにおけ．う集団でρ適応梅．（実験後）．1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③集団成員として望ま・しいかとうカ1についての他の成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員からの3．回の評定（実験中）・．・とい・うβ．ρの尺脚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合．成得点が用いられたg．．　1一　．．．1一．．．．

一．問’ 早D・1一　講、雛了潔課鷺；瀦諜
Ditt鈴（1959の．　q959の・は・①入は自犀評価・を高．．　おUて①相手から受容壱れ茸場含は畳容されない場合

いレベルに保ちたいと．いう欲求を詩ち．・②課題違行に．　より：相手に大ぎな魅力を曄る・．前触を保と．をとすう。．’

おいて成功し．たり，他者から受容ざれたウするζ：とが　　③自ゼ評描の鱈い人が相手かち受容された場古・．自己．

自犀評価を維持し高める手段とレて役立？・とすろな　　評価の高い人に鵡川て相手によリブ（きな魅力考感レ

らば，自．［コ評価の低い人は．白虹の．自己評価を．高める為　　接触を保とうとする。③逆に，．自E獅価の低い人が相

に釈極的に成功や受容を望むはずだと副える。そこか　　　ヂから受容されなかった油倉・．自弓評価の高い人に較

ら彼は，∫自。評価の駁は集団の他の成員から受容さ．　≦て相手により小さな魅力．を感じ・．相手を避けよ…うと

抱た、．、と．いう．欲求の程環を反映しているもの．と考え．　すう。ζう」｝つた傾向が晃られるであろうb∫このよう

る、。・r方，．集団に対する魅力が・CaコL胃right＆・　にF194の仮瞠的図式が．2者関係にもあてはまうも

Zandeエ（1953）の云うよ．うに①その集団成．県の特　 の1と考えられる。　　　　　　　　一　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・一



枢由．：皇・者関係に：及ぼす自己評価の勧巣
｛一14．

　　　　　　　　　誰r　　　法

　〈被験．者〉京都市内の高校一圭牲男子68名．

　＜実験期厚．＞1965年5月準句。

、〈手続き〉要約すれば，1，「私の理想」という

町の徹と梅畑に譲る縮2・徹につい
ての面接（受容or非受容の操作），3，相手の魅力及

、び知覚され瞬容の搬に蝕す碍定，の順で轍が

おこなわれた。詳細を述べろと，

　　ユ．被験者は1度に10名内外が1室iこ入れられる。

そして，実験を行なった高校の先生が大要次のような

　インストラクションをする．「大学か．ら先生が来られ

て，君達がどんな理想をもっているか，どういう入に

なりたいと思っそいるか調査されます。まずf私の理

想』’と｝、・う題で作文を漉いて下さ．い。作文が書け・たら

　こあ質商紐（．自・己評価尺度）に1出入して下さい。’記入

できたら作文と質問紙を論うて別室に行っそ下さい。

　そこで簡単な面接があ．ります6」なお，・質問紙め絶入

の仕方はよ’く「 ｪさ島個人的な貿間に応じてや．り・

噌己入1の仕方6）誤り’や脱落のないよう・にさ・れた。．

　　2．面接は1乍支を扇ぎ上げた順爵に1入ずつ行な．わ

れ設の他の船室ρ外でi珍の1儲を待・ている・

画廊者は室に入っ．て来た被験者に対し，乱数表による

．ゑと塑な順序で尭獅直和、・甥瞳：容的語論顔

　なう。面接時間嚇勺5分間，受容条件と非受容条件と

．で醸繭r卸生じないよう留章した・．

　　受容条件の場合：室に入って来た被験者がら作交を

　蹴り目を通ナ。次いで：被験者の顔と作文とを交互に

　見ながら．，「章々顧白い。．・君め考えはとても重要だと

　母・う、bこうや・う労え方を．する人がζこれからどんど々で

　てこなければだめだ。良い資料が得られて感謝してい

　ます。」と去う。面接者の↓悼め言葉の途中あるいは

　後で被験者の方から嫁す場台は，．面接者は余計な言葉

．を云わぬ．よ⇒荘属しなカ｛ら．rうん、，．．うん，」と粗つち

　をうつ。最後に大型封とうと貿肉冠’（相手の魅力にう

確め尺轟騨さ擁鋪φ穆度についそφ同塵
感繍から膨そいる．）・蒔i卿こ曜間艦型

　室で記入し士封とうに入れ，封をして指定された箱に．

　入れるように適う。また，こめ質問票［ま大学の刎の先

　生だけが見るのであって，面接者も見ることはできな

　い旨i縷調する。．これは’，面接者に対する魅力の程度等

　を肥回する際，被験者が防衛的態度で糖入せぬよ．うに

　との理由からである。尚，受容条件にあっては，面接

中面接者は常に野性を絶やさぬよう留意すろ6

　非受容条件の場合．1久って来た被験者から作丈を受

取り・図を通す。しばらく沈黙した後・rこ’ういう考え

ばありふれている．もう少し何とか書けないめか。そ

れに宇がまちがっている6（ある・いは字が汚な、．、）。．

（少し間をおいて）まあいいでしょう。」と去う。面’

三者の上述の言葉め中途あるいは後で被験者が弁解あ

るいは説明を試みても無視する。ついキ大型封とうと

貿問頭を手渡し，．�e条件の二二と同様の説明．をす

る』．．尚，面接中面接者ば常に厳しい頻つ．きを保つよう

留意する。　　　　　．　　　．　　．　．．　∫【．　　　一

　3．被験者は封とうと．蜜周票を持って■別室に行き，

質問票に記入し，封とうに入れ封をし，指定された癒

に入れて価、鰍者ば後喉験．回的そめ他について

の説明を受けた。

　〈変数のi燥作及び測定尺度〉

ユ．受容，虫魚容．

　この莫験においでは1対1の面接制醜の際に⇔れ

ろ面接者の被験者に対する．怨度によつで操作しされた。

二面鮒の場合には・面接者は1論者の鮒二極的
『な興味を宗し，それを承認し・、そg）重要性を認めるよ

うな発言がなされた。尚その際，相手（㍗顔をできるだ

吟見ろこと，及び微笑を鞭やさぬことに留意さ．れた。

又非受容鰭血合には面接者1湘手φ意卑に興
味を示さず，秘極的に承飽せずその重要性を認めな

いよう証言がなされた・尚その際・’微筆沸収ぬ

厳し閥、・顔を保つよう留童された。こめ実験においそは

1人め面接者が全被験者を面接した。この実験を通じ

て受容，非受容の変数の出作，分離がうまくいっ．たか

どうかは，「知覚された受容」尺度によって後程確認

された。』 ｭ言内容その他についてはく手続き〉の項を

参照されたい。

　2．目．己言乎価

　Dymond（1954）の適応scor血の項目を参考にし・

　自己に対すろ肯定的あろいは否定的態度を表わしてい

・と思われる・2囎’（・劃・梗評定）をも・て尺

度を作った．そして項薗分析の結果10項目の得点の合

鴨i）　こめ研究匠おいてはド自己評価尺度，魅力尺

脚知覚された受容の尺度め’3．尺度とも・尺度得点

（誌面・目融点を台計したも．の）．と名・項目冊点との圏Q

二二系　U癖ヨ闘・係数．（b茸一seriq、1　correl母ion＞　牽求め．し

それをGul．｝ford（1954）の公式で修正し．・1％以下

のレベルで府章な項目・をもって尺度を構成した。

3”一
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計をも麺龍三脚点と・した冷‡雌者の三三
｛一点の平均は42・78，開脚さ61㌦09であρた。こり評点

1モ．よ・磁瀦走・・群に分け・、高聖廟・群・㈱・

二低貞貢評価群唾レ）・止した。

　躯評佃雌の即（耶分析φ蘇残猿も・ゆ
㌔は次ρ～1匝．りそあう・

　＜自己評価痕度♪

ρ栂たいていの人に好か札る・

　②を私は彫｝をた昂り一ないζ聲Pう・

　・③．私はいつも自分で決心をし・そ：札をやP・週す・

　①　i私は藷ち点きがあろ。

　、⑤＊一：租・ま白分の心が不安定だ≒挿P・う・

　1⑥琳は何でやご年けん樽｝やうカである・

・⑦・：榔おおらかな広い心剛寺卑である・

　⑥私は劉極的な乱心である。

　⑨私は責任感が弧｝・　　　．・’
　⑩私は自分自身に満足していう・。．

　　靴逆点項’日

　3．．韻i手に悪じ．登遷均　　　　一

　　ζσ重研究においては「魅力」ζいう言準を・相舌F

対すろ単な．る．評餌とレ丁では1なく，，相手に対すう撞逗

　＝7回畢，・あるいは相手！と蝶鐸睦続けう：かξケかという

働の説諭して線ろ・ζういう・童謡おける脚

毎の感力」．を卜定ナる剃こ項’目命析をすました5項旧

，，1．7剥ン．トで細．，からな駅度・が用い碑た・．項

．即ま准の通りで画るr・

　一く魅即尺廉〉．

　　．面接した相手iの人に2いてどう」恩いま．すか。

　．Φ．・齢があれ脚卿・く1乱してみたい・と墨

　　　．う。　．一

：③，齢が畝ば詠姉胡崇てほしいと思う・．

　　③橘会があれば個入的な相談をした、｝。

　　⑭＊気があいそうにない。

　　⑤ζれからζう．いう．訴訟があれ1ま：もつ4度：協均し

　　　　たい◎

　　　「ド逆点語・国・

①あなたの考えに畳成しているよう；に感じました

　　か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔

⑨あなたの考えを重要なものと感じているようで

　　したか。

③あなたの考えを認めてくれたように思います

　　か。

①　あなたの考えに興味をもゴている・ように見えま

　　したか。

⑤あなたに対し’て曝かいゴ即：で卜しているキう：に

　　見えましたか。

　　　　一　　　　結　　　一．・・果．

．三1・、被弾者に受聖られた…受寄⑱一二・・

　まず、この研琴弼こわいて．ただ11つ外的に手作1さ．れた

移・．早計自負ついて・そ嘩鯵幽し’たか
ﾇう・か検討・されなゆれiまならな！・・。

鋒催との・．知舜拠た黙1咽三三の繊
はT・b】・1．卿り・であ：ろ・こオ琢岩原の卿脚木

：き二ざ螺なり西髄周回鍵比肌な｝帰創

　　τ母Ple　1．

知壷され腫受寄の程度

操　　作卜　受・　溶　・1　非・受容

．郎評価’

・樋［者数

平　　均

’分　　散

．耳

・17

．28ユ

21二・56圃

戟u

・｛卜7

26．．7

・16．19

、耳

．16．

．2L・8

20．57

　　丁a切e．2

Table　1の分散分析

．L

　工5「

’185．1．．．

30；72・

蛮鋤．．因 ，SS df 餌呂
：耳。・・

．4∴知覚された受容

　受溶，非受容の撮作を粧験者がどのように受取った

ゆを．見るために脚覚された難の尺舞」・．が作ら・れ

．た．この尺度も．略図分析をすましな5頭目・．（一7ボィン

・｝で評定）’で講班さ．れた。項国は次の通り・である。』

　〈知覚された翠脊；の尺犀〉　　’　　　　‘　．山

　面接をした相手の人雌

操作　（1）

一自犀評興2｝

，ω・メ；真2）・

e

55．5年’

6．51

1

1

rユ．31　　．1

、82，84　’　・61

55．51

6．51

1ト31

ユ．36

40．82‡宗

4・、四＝…

一、・4．一

　　　　　　　　　　，64

羽1％レ尋ルで・’怖％レベルで衆れそれ寿童．・



梶甲㌧：3者脚係に麹畢す二戸駆師璽ゆ果 ¶5．

∴（岩原鱒戯P郷）のモデルに御て釧紛画し
た認の鐸が．加b1．・．2であろ・受容・非盤の操

僻南いで晦卿ベルで泊O評｛醐高低について
・．ば5％レペ．ルで有章な効果が見らiれ1る。

　似上⑳結界，1三三三三容の畢作力城功したこ≒ガ

被験者の知覚のレベルで耀され・．又・その騨の仕

劣這這価の離曝・瑳回る（記纈の高
い入は偉い人1子較べて受容されたと感じやすい）こと

．が示さ・鵡た。　、

；2．一対人的魅即1

　湘手の迫力についての結果はTa切93の通りであ

．る。ζれを先述の岩原の．モデルに律？．て分雌分析究る

と（各条三間の分敬の差が有意でないこ．とはパー．㌧レ

・鱈法によ蠣か悟れた）・受容礎受容の塒・

刻自爵⑫高働い軌う・1％暦旋回鋤

　Table　3．

相手に感じる魅力

凋雌ら温かったrl．

　こζで・烏黒非麟の「捌乍」㍉のll棲りに「勢門

ざれた粟容の瓢を要因として考き’て（知覚された受

・容に歯す：る尺度の得点にホっ．て被験者を3．分し，高受

容群，中受容群，．低翠宕群の3群．を作るり．データー重解

釈しようと．試みた。その結果が．Table5でξ）る。パ

ート・附，ト’ @で分敬の等質性を検肘した後分敬分析し

薦。Tab1£6、に断ざれてき・るよう’に・愛容，非受容

　　　　　　聰切¢5
受容の知覚を前歯と．した場合φ対人的魅力幽

，船の圃H 1・単　1曲

舞’一 父R翼’”．零’一’1＝∵非1受一二

自己評価、

被験者数

平　　均．

分　．散

’H

ユ2

一25：7

．顕‘β‘1

　レ

　10

．2与，5

・17・・45

　耳　　L

　12　　　7

，25．0　．21‘7

｝23，葛3　・導噸25

　　、T⑳le　6

工3りle耳の分散分折

．自己評師

勝回数
平・一三

．分一　、敬、

　H

　8

．21．9．

9．52’

　工，

、潤

19．1

孕7．07

　宜

・1 P・

；恥1

17．38二「

　L
　，斗7

・21等㍗1

．11ρ5’

　宜’

．一

D16・

卑3．．4、

．30匿76’

　TaPle：，．4、

工ゆ1β3の陰暗析

　上．r

　乳6

19㍉ρ．「

3a．窒31

「変・動・・因 ・SS． df ．．MS Fo

．：受容9）知覚（享〕・～6，工3　　2

自尽評価13）　　、β＝6工　　二1

．（1）・　〉く　’〔2）　　　　　・2「77　　　　　r．2．

　　e　　　　　　　　146㌔55．　　　・5g

1串ゴ07　　　．与。27；ヨ竃】き

．6，61　　2・ぜ．q7

1139

2．吐8

婆動：‘歯・ss　’とゼ　五肛s．　F。・

7卿＊＝1‘

9，：44牌

．暁1卿ベルで有意

．β4

操作　（1）

、「．

ｩE畢i呼師（2）

1；①　X∴（9｝

色

11．56　　　1

．13メβ9　　　　　、1

．0’，49　　1

88’．43　　　　・61

1ユ。56

13しβ9

ゼ0．亘9

1ンd5

　　　　　　　　　　　　：β4

　　趣・畷レ理レで有意　　　’

．果鶴っ、て晩．すなわち環容さ．れ三三は受脊さ

勲励。．縄育瞳べて樽によP、多＠魅力晒
．．じ・．ヌ祖研卿高い入幽・｝人証5て相手に・よ

，勝ゆ勘鱒騒却うζ・とカ｛示1酔た・しか：し

Piセしes・ρ耀から：期樫斗・て呼曜醐の樽作

伽騨ナ柚弓田鷹島・で転・：すやち三

襟れた摩恥た柑そうでないノ・よ1塑琴机
て巷力を蘇じる，ということが示されな。操作を要因

として回したときにはス卿ペル鮪意であっ胡

弓評価の要卑の劫果が，’知覚を要因とレた場合消えて

．じまう」という事実匿興味深い。

　　　　　　　　考．　睾

．．結果醐曳控め仁渉碗・おいて脚湖畔

陸働面して，．購・輝累凹田と・自評獅P

．要膨棚脚二三馳持却画要鴎匡吻相互作用1硯

・一． p5　一
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られなか・た．ゆ黙黙Pi・t・・（1959¢）．（1959ゐ）

φ研究から引き出・された3つの仮説，すなわち①受容

された鵬ま鱗さ恥い場合ぶり．相手に対し勘を

感．じる．②自．己舗の働・人が・瞬から踏され燃

油，自己評価の高い人が受容された場合よ．り相手に対一

し魅力を感じろ』㊨自己評価め低い人が相手から．受容

　されなかった場合，．自己評価の高い人め場合より相手

に感じる魅力が少ない。の中の②を否定するものであ

った。そして又や彼の突嘩結果（受容された場合，そ

の集団に対する魅力．は自．己評価の高侮で有意な差はな

．かった〉とも若千く．いちが．う。、．．．．．一，．．．．．．．．

　　こめ2つの実験結果に見られるくいちがいに関して

手ず両研究に樫ナる．「嘩己評価」・．、「受容」及び「魅

力」という概念の内容，操作を比較してみなくてはな

　し　　まへ
　り’よい。

　．自己評価測定あ手続ぎは：biしtεsめ場合実験前後

．め1自．己評定及び実験中め他者からの評定の・3つの褥点

をプラスし．たも．のであった。この3つの評定の中，実

験前になされた適応感及び百己評価に旧する項目を用

．．．脈Q評採油研究におり1う：聾碇ζ内柳知激＝的に頚

似していろだけであるb．しか・レ．P三ttesは3’ρの得点

が互いに樹い相関をもっていたからζそ合計して士つ

の得点としたのであるから，粟霊前の評定が本研究で

あ評定と基本的に同じものを測定．している・としたら．，．

自．己評価について高低2群，あるいは高，」中ゴ低3群

を作る際，一両研究の測定によって．そ．う大ぎな差異が生

　じろと．は考えられない。…　　　　．　　　．　　　一

　．次に「魅力」について考えてみれば，DitteSの場

合①もしもう1度招かれるような場合，ζのグループ

で仕事をしたいと思、飽すか。それとも，．もうζのグ

ループに参加するのはいやですか。②この実験に参加

する、こ，とをξの程度好みますか。㊥もし実験者がこの

七ッシ目ンの記録を調べた後再びζめグループが招か

、れろ場合，あなたヵ｛除ク細れていたとしたらどの位失

望を態じるでしょう・か。の3項：国で測定された。これ

を季研究において用いられた項個と岐べてみうなら

ば，．受賦してくれた，あるいは受容してくれなかった

：掴手あろいは粗手遷と今後も接触を画けたいと1、・う気

持がどの程度強いものかという．ことを議定している点

にお1、、て豊本的に変わりはないと思われろ。それ故，．

　この．「魅力」の測定めくいちがいカ｛．2つゐ研究結果の

間に見られる．くいちがいを生んだ壱は考えられなぴ。

　最後に「受容」についでであるが三．．．これはねittes

の場合「そ鮒灘肋頗棚下確ましさ」にう
いて約め成貴が行なった評定を見せられろ，と1、・うも

のだっために対し，本研究あ場合，．白焼の将来め希望

に相手が興味を亡し，その考えに賛同し，その亜要性

．を認めるという．ものであった。この2うの「受容」を

．較べ’てみると．その内容がかなワ異なっているように考

えられる．が，どちら・も「自．己の重i要性が他の人に認め

．ら．れ名」’ ﾆいう点では共1｛立であもと考えられる。結果

から見ても，どちらの「軍容」であっ．ても受容さ・れた「

場合今後その相手（達）と接触を続けたいと表明し，

受容されない場合は接触を続けることに消極的な気持

を表明するという塾本的な膿能は向」なのであるか

．ら，この．「受容」．の差異から結果め差異を説明するこ

　とぼ困難そあ．ろう。

　では両実験で何が畢って！、たので孕ろうかρ．．心々の

違いをあげるごとができるであろう・が，主要なもの1症

次の2つの状況の違粉で晦う．ラ。すなわち，①2入開

係であろか．5柄る曝嚇剣モ団であろかの違い・

・’
H．目上の人か．ら受容されるのか印譜から．受容されるの．

かね．1う卓球，．であうρ．しかレq硯謄φ違い醜し

て両研究の結果の間のく．いちがい牽もたらす源因にな
　　　　　　ヨ　　　
つたかどうかは現在までの賭研究あデータでは．；．はっ

．きりとしないので，今後の研究に待ちたい覇者関係の

ブ』．セスと弘あるいは6込の小海鰯の和セス加

盟につ1、・ての研究，状況及び白．己評価のレ．ベルと自我

防衛的反応の間の関係についその研究等が進められて

ゆけば問題点も明らかにな6てゆくものと思われる。

　以上Dltt酷ゐ実験結果どめぐいちがいについて若

干の擦をレてきたわサであ砂・ここで御願及
．びその前提となつ．て1，・る考え方に少しばかり品玉を加．

　セ　　ナ　凡！二」㌔　　・．

　≡本実験で1ま．，．．自己評価の低㌔・、λが相手か．ら受容され

た場合，自己評姫の高い人の場合より相手に対し魅力

　を映じる・．ζいう仮説は支持されず，これと逆ゆ結果

．が禍られた。この事実から．この仮説の前提となった考

え方，すなわち①自己評価は受容に対する欲求め程度

　を豪わ．している。②受容に対する欲求が強ければ強い．

’程受容された場合受容してくれた人達に魅力を翻し，

＝受容されなかった場合そめ相手の人達から離れてゆこ

　うとする。め2つの考え方が検討されな1ナれぽならな

くなる。’本研究め実験結果ガξ仮説2を否定していろと

．ごろから．考えれば，：・この’皇・づめ前回の中少なく．共1つ・

ぱ誤り．であるかジあるいは他の限定条件を付けるごと

．一

�E．．6’．二一



梶田．：2細係1こ出す甲騨の効果

、によってのみ成．り立つも．のである。

P．砕s．．は．嵐研価の低いz⑦加御．’八より．自．己’、

獅φ曲論上げたいζいう．欲求が蜘と・して泊

．己獅の：堅ルξ↓げうのに役立つ他者力’らの男睦

ゆ鄭脚としたわけ飾るが・．自酬面の低い入

．偉又同．‘理申で他者から拒否．さ計うζ二と．をより弾く恐

縮ζ馳判る・、それ盛況によ・駕・儲か暖
容されても真に受容され左とは受取うず．1相手に対す

る鰍樋．持続ける．とい：ラこ．幅出ゆれう・又・．受

容諌煙感じ一た場合でも・・対ノ欄係が脚ば拒否さ．

れ珂能楓ある・とし費れ職の文杁闘係を続けろ

こど超望まないかも．しれない。．．ζのよう．に考えてゆけ

ば！．．恥噂砂二筋聾かすためには多くの’限定条

件が必要一であろこと．が明ウかになってくう戸具体的に

どウいう条件を考えなけれ1まなう．な、．・ヵtについては今’

後の研究に待ち．た吟・．　1　一

ではDit幡の考え方緯れて，・本研究の績果欝一

乱ようと三半朔る飾ラうダ・満；研究φ結果
を総沓．し．図式些し幽ためが亘ig．2である．ζの図式を

騨に糊猟ば浸容柳たカ・琴容晶晶ウたか．
という概φ騨三三三三｛面あ．ヒ珊が影糀

考牽⑳騨≒焼麹融・よ？て窮…駄感じ

　　　　　　　　　　　　　　　．↓
　　　一一〉②．　　　　．’．．’一③

Dt　　　知’　　　　　　　魅
　　　　　　　　　　　　　　　力P　　　覚

．自

昇　　　　Tabr母1　㊦→②
価．

の　　　　T皐・bte．3　①一・③

磐　　。・・1・5㊥一③

木研究の実験結果の総合と．解釈．

り．をもたらすものかす翻？ち自己を包みこんでヤ・る状

況を認知する瞭の1つg）粋組として跡｝てい妨ものと

して考えうことができう．。どのように枠組が機能しそ

・）るかの詳細は鱗の職に待削qばならないが汁

つの方向．とし一て．，自・己罰獅のレベルと他者が自．己に対

し二てど：のようにふる葦うだろうという予想あろいは期

待との関係｝又，その期待が満たされた場合，満たさ

れなかった場合の反応について研究を進めることでζ

の問題が明らかにされろのではないかと考えられる。．‘

　1．．

　①
　状
　況
／＼

異非
　　受
容．寄

Fig．’2．．

る魅力が決定される．，ということである。このような

結果から，自．己評価め低い入は相手から受容さ．れなか

。た． ﾆ劇やすもその結果相手に葺産力を漏るごと

が少なく，従って又，相手からも受寄されにくく，そ

して一軸容されなか。たと感ひ…一という聴毛

をくりかえレ’て，だんだん対人関係において不遮応に

なつ・てゆく．ζとが予想されろ。．自評解価・と他者に対す

ろ銀張と．の間の相関が高いという亦実もこれによっ・て

’説明でき・ると思われろ。

　以上のよう．に本実験の結果から見ると，白・己評価φ

：レベルは他者と自己とめ関係を．認知する瞭の一定の偏

　　　　　　　　要　　　緬

．乱騰に揃て湘動ら受律・れた．り麟拠
なかったりする際，・白弓評価めレベルによって相手に

対する反回がどのように異な．うか・といつ．問題にうい

て突験が行なわれ，その結果φ鮮釈についズ若干め考

馴なされた・そ．して泊己附ロiの．凶・は学習

取り方の枠組を形作っ’ているも．のとすう考え方が示さ

れた。

．．

ｳ血結果は次φ通り．である・

①操作さ．れた舜容，非二二と粧験者爾準犀諦i価g）レベ

ルう‘どちらも相手に馨じう蜘」の程摩に対して奪課を

将つ。すなわち，愛容された場合は相手に睡力．を感

レ湘翻価温い人の方がオ時に魅力．舖じゃす

い、．尚，．両要因問の相亙作飼の効畢は恥れなかっ

た．ql　　　・

⑨受容されたと感じるかどうかといワ受取1λ瑚声．自己

評価のレベルに．よって影響を憂1チる。．．すケわ：ち・自己∫

．評価の高い人は愛容さ、れたと悪じゃす、㌔

⑨自．弓卿1⑱．・ペル転回～．1受罫翫たと嵐た

人は相手に対．して魅力を．感しやすい。
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　　」1．『　　蝶1’．2章「

官己’評価と鼠己．めパフオL．マンス．の評価

一≒「L他者に惑じる魅力を規定する要肉と．しで

国立教育研究所互

梶　　．凪 叡、　一

　自、己をどめ程度肯定的に見ているかという自己評価

と，他灘対馬一般的嬬定的高津的臓と醐の闘’
廉にういて，Scheとr6f（il）49）「，　¶S面。己｛（194白）ゴセhillihs

（19鴨？噂・．（・9鋤等壱≠・．耀融の雌晦る患
者および正常人亭おいて，ン両嵩め間噂Eの相闘を見出し

ている・こあことはド寧を堅牢的膏硯七いるノ・は搬

的に他者に対しても肯定的であり． C逆に》．自・己を三三的

に見ている人は一脚に儲牽謝レても否牢的であう，

≧いう閑係を示すものであi5・さ5にFey（斗955）．は免自

母和とゴ也入選．飼評価とイ哩下灘ρ雌堅雪
（麟融曲・・噛・じ・わyd曲・）ゐ間にぼそ搾燭
い正の相即があるのに，自芭評価と他者か’らめ実際の受
・容（磁・d1・註ccept≒・・e・．・hy．』吐・・）・・め．間の相闘が低い，

すなわちド自重評価め高い人陳他者を肯定帥野阜ていや．

ζ闘・う傾向春あり，また他者からる受容己れそいると感

じセいるが，．． ｼ藩から’の実際の受容との闘係はあまりな

いと．いう’こ一どを見出しているr　・・∴　　”＝．

　これらの諸研究によって，個人の自己評価と他者に対

肺野的な灘・と媚噺飛駅力玉璽かに諏て
き：た；．しかしl，伺静そ『ρよ．うな闘係が見られるのかドぞ

ごには・どの．よう．なメガニ’ズムが存在するのか，という点

に庵）い’セは必ずしも明・らかでない．・他者に対する好意的

・あるし｛巌非寿意的感情は，ぞめ他者との相直作下め結果

ζ擁廓る・．そ緯蝋・の鞍白り侮岬帥で
僧入の：自包評価がどのような役割を果しでい・るか：を’明ら

か・にす・る．こどによ．r；て，富己評循と他者に対する三度と

の問に密接瑚係をも．だらすメヵニズ踊乙ついて崩・らか

にする志どができるの咽まながろうヵペ現鍵め社会的椙

互作用ほ；個人1肋｛個入Bに何らかの働・きか廿を：行な’

臨そ旧き力回附確跡Arヒ麟恥そ：の淫乱に
んが反回し…藩とい，・相宣規定的1呼唱的反応的プ官噸

回して考えら回る直面そトま』ブテから㊨膿かけに
規f妨がどのよ．沁無り．疎応ずるか，’≒・い・う点に

鵡灘砦：酵轡醗1榊嘗轡噸セ

限って考察したい．．

　他者からの働きかけに対して反応する際，個人の自己

評価がど鯨激役割を来すか1：こつ・・て考察したものセr’

Diしtes（1臼59）の研究がある1彼は，集団・から麹・され

た場：合，人庶集団に魅力を感じ，また拒杏され≒場合魅

加献サる≧い瀬鋤｝あ助㍉國≒め傾献能評価
め低・・人購しい畑う，酉う麟を聾するために

鍬隔心舞直な認’そしてこの仮謙ま姻から拒否
される条件においセ支持された．二者（梶田，1966）腺

先にこの：Ditt。号’の仮脱における集団を他諏こ置きかえ，

2者閨漂においてこの仮説を一二した．そめ結果，この・

仮説は少なくとも相互に年嵩’立場6異なる2者め蘭係

7に1ま妥当しないことを明らか樟した．そして，・電㌣う他一

岩力‘らめ働きがけを認知する際自・己評価を確認する審う・

な認知め仕方をし1その認知された内容に応じて友応ず

るというプロセスによ：う’ゼ二丁評価が他岩に対する反応

を継し砂く・’ ﾄ：山嵐加計・ρ駕な腰≒いう
示唆をした，「」．自、邑評価が他者湊ら’め働ぎがけを認知す1る

仕方に影響’し，そめ認知さ’れた内容に従ら’セ他者に対す

礁度を形礁変容さ紡と考えるならば，先述の諸研

究で冊られた自己評価と二二に対する聾度の間爾相関闘

乱ほ．社渇望直作用において了嘩者からの働齢げを認

知ずる際に生ごる自芭評価の高い人と旧い人との差異を

反映．したものと考えるζとができる、この点につい．ては

後で嫁回す・る．．”　…　　　－’．　’・”．　・．　　・．しく

　ところセ，・・自．亘評価が他者からの受轡拒査承認

非承認；旧い評価・低い評価等め働ぎかけに対ずる反応

をど．めように規定しているかを検討する際，．自葛評価と

密接な囲保を持っているも唖して，他者力・ら．の擁｛∴

評価等の対気：となる自己の三三めパブぜ←÷ソス（仕那

の結果，業績）；所有物等肉に対する’自己の評価につい

ても考慮：しなく・ごはならなし㌔・自電の全属性に対ずる全

体的肺とし⑫郎評1赫鴻定の状況を趣だ・う’
嘩轡性と虞考えられる．の訂し特定め糖にお
いて問題どなる自己め特定め♪ぜブォr．マソスや所有物等
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に対する、自．己の評価は，その時々の状況に規定されると

こちの大きいものとして考えられる．確力・に，J鋤明
（1菖91）も指摘するように，自己そのものに対する’・評価

と、自己のパフォーマンスや所有物等に対す筒解氷とは．

深い関連を持ち，後者が前者め口軽，変容に影響し，’ま

た前者も後者を規定していう・ζ考えられるが，．問煙を．明．

確にするためには両者を区別して問題とすべき『である．

　他者が自已のパフォーマンスについて批評する場合，

自己のパフォーマンスについての他者の評価と，自己が

そのパフォーマンスに対して持っている評価とはFesti－

ng・・σ95り等の述べる2つの認知的要素として考える

ことができる．複数の認知的要素相互の間の均衡・不均

：衡，←致・不一致を問題としたいわゆる認知論的均衡モ

デルとしてこれまでいくつかの淋病が提出・されてきた，

熱切理論によると湘互に闊下した言野景潮互
問の不均衡や不印致は心理的に不快であるから，この不

均衡を低減し均衡を聾得する・よう人は動機炉け与れ，ま

た人は袖鰍濃くさせると細弗る状況や情轍回避

しようと・する．≒易いう考え方からすれ，ば，自己のパフ

げrマンスに対する他者か与ρ批評壷認知する際自．己の

評価．と一致する．よう・に生知する傾向があり．，認知．された

自他の評価の食い違いが大きい場合その状況を回避は

ラ・とする二二があウ・従っ・てそρ他者をも・回評する傾印

があると．考えられる．

　以上述べてきた≧ころを中心として次のような仮定を

立てる．

　二丁．恥・＝人ば自母評価を確認するよう．な認知の仕方

をすう．．すたわちb他者からの働きかけを認知する際自

已同旨面の．レベルを投影して認知すう．・

　傾定Lb．・・他者からの評価がどφ程度であ？’たか．とい

う認知に亭じて他者に感じる躰力輝決定される．

　・仮定H一ζ＝人は自己．のパフォ．・「マγスに対する．白峰

の評価の傘い唱いが小さくなるように他者からの評価を

認知する．

　侮皐■「b＝．一己のパフォーマンス・に対する自・他り評

価の食い連」・が小さければ他門に魅ヵを態じ1．．大きけれ

憾小さな魅力．レゆ感頑ない．

　仮定皿一。．；自己のパフ・rrてソスに対する他者の評価・

が自己の持っている評価より上であれ廉恥容きれたと感

じて他者に魅力を感じる．自’弓の持っている評価．より．下

で凌）れば受容されなかったと感噛．他者に感．しる魅力が

小さ．い．

　本報告では以上の仮定を3つ⑱実験に．挙恥て・検討す
る・なお，・自・己評価お．よび自己の・くタ：・一マソスの評価

瑛他者か・らの働きかけρ受取り方およびそれに対す尋反

応に．どのよう．な勘果を及ぼし下い御・を卑うために，．他

者からの働ぎかけ以前に満引された自．己評価およ．び．自助

のパフ・r一マγスめ評価の尺度褐点と一動・きかけの鍛に

評定された各尺度め得点との間の相閨を用いる．自母評

価お．よぴ自己のパフ†一’マソスの評価が各論屈変数に対

して持つ効果が輝線的であると但話するなら，自己評価

．．緯び隠勢リパ隔「マγスリ評価．と各従属変数との問．

め粕関閨下め有無によって；そめ劫：噛め有無を見ることが

できる．．また相写に密接な関係を持つと思われる自弓評

価め勘果．と自己のパフォ昌々ソスの評師の効果とを区別

．して問題．とするために，自己のパラナーマソスの評価を

恒常にした場合の自己評価と各従属変数との価相関、お

．よび，．自己評価を恒常にした場合の自己のパフォーマン

スの評価と各従屈変数との偏相性を求めて論ずることに

する．

実　験　潤

目．的
　他者からの働き戯けにつや・て種也の受痴り方が可能な

場合，龍のパ7・でソスについ千存さ瞳陣から
の評価の認知，および；をの他老に感じゃ．魅力を，自己評

佃およ．び自己のパηイ淋凹凹因舵璽うに
規定しているかにrpいて検討ず．る．

與験十割．　　　　、．　　　　　　　，．一・．

　11弔1）・＝他者から高恥評価を受ける受容条件において

1鷲の儲に大き継力を感じ，．．埠評睡卿る．撞

容条件においてはその他者聴じる勘跳小．さい謡

う．

（レ2）．・賂非受容両条件にお・・㌻．・自己評価の高

い人ほど他者から高く評価されたと認知する葦うう・

（仮定1－a．より）．

　σ一3）＝受容，非受容三条砂においてゴ自弓評価の高

い人ほど他者に魅力を感じるだろう匡（三三：1二a・．Irbよ

り．｝

　（1烈4）．：受客，非転炉商条件に事いて1．．自己のパフ浄

一マソス．の評価湘杁も個・ソ画・他酔らξの殿

諦紳たと麹飾か議して醐ら面心が妙で
あろう，（仮定工1－a．よ殖己の・r7・17㌣ス．を高・く評

価レて．いうλは他者かや高い評麺を奨けたと認知する傾

吻炉あうと考ネられるが，．．ま輩仮津IIT9よ．り自己のパ

フォーマンス媚く評価レていうノ点｛齢か㍗高く評価

さ幽かった．塘じゃすい・．これ．脇？歯向が互いに

他の鮪を打消すめ画塾ら・く．蹄ネら樋・）．

　（江口5）二牽容条件で怯自弓のがフずr一アソ添を高く評

価して曳・．る人り方がいく．ぶ！シ他…輩に魅力を煉じゃすく，

歌舞容条件で舷自弓の器フ．坑：7πγろを低く評価してい

う．人の方がいくぶん他者幣血塗㌃聾．Uやすいだろ章、．（実

験f厚ξ説1－4で述♂斥たようiこ，．｛辱こ定’II－aζFII一〔；と力弄

ら．自：已のパフrマ．ソ冬：の評価．≧頂点ゆどのよう．に評

価された珊出するかと．レ｝．ラ．’ζとと、の問に醐らかな闘．

係はみられないだろう、その限りでは自己∫p．パ7寸．一マ
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γ柳評価と他者に惑U碓力との1昌1に棚らか欄係

は見られな勢だろう．と考えられるが，仮定IlrUより，．

章容条件では他者からの評価灘1εい故，1・自．己のパフサ「

マンスを高く評価もて．いる人の方が・自他の評価の食い幽

いが小さくなり，従って他者に魅力を感耳やすく，非受

容条件では自司のパフォーマンスを弾く評価しでいる．人

は自他g評価の寒い連いが大きくなり，、他者に魅力を感

じ．る・鑑とが少准ぐなると考え．られる・’しかし，仮定H鴫

工〔」b，∬一。の効果の相対的強さが異なっているだろうか

！う1．はっ蘇りした傾向は見・られないだろ’う’・）

方．法．．・・

　擁験者．．高校，1年隼男子90塙．

．・ 闡ｱ寺．・自艮のパ・フォーマソス・の評価として自・邑の如

いた作文に対すう評価を用い，その作文ゆ評価をめぐる

自．他の相互作用京劇を作る・この罪験では被験者より年

’舞の初対面の人．（犬学院生）が面接において．口頭であい

まいな衷現を用恥でそ④作交を評価す剃

　実験舜次Ol順序で行なわれた，㊤’「私の理想」と．い：う

題での作：文（30分間）．．②「自：己評価」および「自己⑱

恋いた作文の評価」の尺度の評定．③別皐で個別に受容

的G乍文に対しセ高い評価を受ける）．あるいは非受容的

．’ i幸い評価を受ける．）．な面接（紳・2・分間）．①「面接者

に感レる魅力」，「自：己の番いた作文の評価」および「認

知された愛容山の尺度の評定．

　面接は名節⑱順出行噸われた，被蒔直は同一の面接者

からランダムな順番に受容的あるいは非受穿的いずれか

の躍食を受ける．受容卑件と非受容条件とで面接時間に

差を生じ「ないように留患ざれた．・受容恒産の楊合，面接

者は部屋に入って来た駄駄者か・ら作文を受坂り．早を通し

てから，「なかなか面白恥，こういう彦え：方をする人が

これからどん．どん出てこなく．てはだめだ」という・．そし

て・「何かζ：り作文につけ加えたいことはありませんか」

≧たずねう．面接者の嬬の塗中あるい｝ま後で被験者が

涌し出す場合幡奈急な雷葉を差しはさ塞ないよう注意

しながら棚ち砂つ・皇女餅の場合澗瀦眼
験巻か・ら作文を受鋸目を通す・しばら．く沈黙した後

　・「こうい穿．考えはあり彫れている．もう少し他に1何か駐

．くこと凝か砕のですゐ・・」呂・う・そして「伽1．こ

の作文につ助喀たいこと瞳あり年茸んか，」とた嗣寂

る・．面蹄幌言卿途あるいは後画譜が癬や説
朋を試みても．無規する．

　　この実験で用い．られた測定県度については次．の通・り．で

．ある・．lr自亘評価」・の尺摩はDy皿。・d・（19鋤の適応ス

　コァの項目．を参考に．し，・自国に対する肯定的，：否定的態

．摩をあらわして酔ると母われる「卸は留分自射「満足し

ている」・「私の将来｝怠るいも㊧無題う．」、等2噸・目．を

もって尺彫曝した・・この尺戯先に葦階（梶田・19⑬

：が用いたタO項目．かちなる自邑評価尺度との相関ほ，’＝

　　　　　TABLE　l
・受容ド非命容の証果く実験・工）’

条 件

算

受容の認知

他者の魅力，．・

作女評価め変
動値．

．受・容L塾．
　　魂　1・6
　．22．2’
（S2二工2．3）．

　．32，4
（S』13．0）

十〇，ヴS

．（S』10．5）

　12三．σ’

（S2≒＝．∫5軍S）

　26．‘1
（52ま・…60．0）

一2・70’
（52皇．ユ7．．6）

墨刑条件差0，工％レベルで有意

　　　　　　　　T曲坦2
　受容条件における変数問9相圓：（寒晦．王．）．．

・堵牢串

‡＊寧

・1．作’意1腿　’知「｝蟻・　‘：ガ’i．作・’i奔差

自　　．評

作　　詐

認　　知

魅　．力，

ただし，

o．∫16s勅 0也・565零＊申

．O．453綜

0．225　・

0」1156’．

o，348＊．

・0．・OO6・・

≧b．3孕9＊

　0．1ユ0

』0．20ナ

　　　　　自臨；自．己円価，作牌：．自．己の作家の評価

認知＝他者からの受容の認知，意力．＝他者め魅力，’二二

輩…ミ作家飾価変動値

辮。．エ％レベ・ルで’＊＊1％レベ・海＊5％レベ

　　：ル覧老れそれ有意

　　　　　　　　　か八BLE　3

　　・非受容条件における変数間の相附（実験．；）

．1．fF評il暗．無1．魅．九i作三差

自腫　辟

作　　・詳

認　　知．

魅　　力

α406やき 』o」3418牢

0．・163

，0：35酵

σ‘b61

0」290．一’

　o．3≒俘＊

嗣0．．066

　0．年23＊1

　0．014

寧判％レベ・ヒでホ瑠溶・レで∫それぞれ構’

0．901⑰＝84）であった．なお｝．こ・の実験で用いた尺度

．は傘て尺度得点と各項月得点≧の問の；三系列相闘編戸を

求め，それ・を．GuiL‘qrd（ユ954＞・の容求で修正レ，1％以

下のレベルで有意な三目をもって尺度を帯成二した．いず

れの項飼・も7ポイソ．トで評定する’．「自、己の作文の評価」

の尺産は「他の人に・自盛をもって示したい．と思う」・「す

ぐれたも・Oだと思う」節7項目・で描成1された・「他者に

態しる魅力」の尺度については，「魅力」≧いうことを

他者に対する接近一画灘，あるいは他者と今後接触を続

けるかどうかという行動の・傾性として考え．「機会があ

：ればゆっくり・語．レてみたい」’「何か面白いことがわる時

・腿さそいた高等7獺で尺度補成映．解知さ
纏受割の雌即いてぱ「あな蔑の考過重：要なも
の・と感1じている・ようでしたか」等‘重項．目が用いられた町
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結果と考察

　畳旧し非受容の面接（ρ効果Tableη≒示されてし｝る

ように，他考からどのように評価されたと認知したかと

いうことに嘱しても，他者に聾じる魅力に関しても，ま

た自己の作文評価の変動値（面接後の劃一面接前の値）

に闘しても・条件周に有意差があった．このことから被験

者津が実験者め意図したように各条件を受取ったことは

明らかであ憂．また受容された場台はその他者に大きな

魅：力を感じ，受容されない場合母小さた魅力しか感じな

いという結某示得られたが1、これ｝ま試験仮説工・一ユを支

持するものである、

　自・己評価の劾果　自己評価，自己の作文の評価，他者

からの受容の認知，他者に感じる魅力，および自己の作

文評価の変動値，・相・互の問の原相閨係数はTable　2，

Ta軌le　3：にボされている．自己評価と自己の作文の評価

との凶悪は予想通り強い≧自己の作支の評価を恒常にし

た場合の白己白雪と他者からの受容の認知との野相闘は

受容条件で。・467．（エ％レベルで有意）非受容条倖で

O・312．（5％レベルで有意）であり，自己評価と他面に

態μる魅力とめ血相關は受容条件で0・212（瓦S．）非受

審条件で0336（5％．レベルで右章）．であった隣れら

内面鳳自己評価の商い人ほ・ど富者から高く評価され

．たと琴販りやすいという仮説1－2を圭持するものであ

り，また，受容条件における偏輪宝の値がやや低かった

が，自・己評価の高い人群ど他渚に魅力を感・じゃすいとい

う仮説二1一÷3を一応支持ずるものと考えられ．る（Table

沁を参照）・　一　．’．一・

　配φ・ウ・「マンス評価の効果記評価を猷に
した場合の自己の作文の評価と他岩からの受容の認知と

の偏温血ま・受容条件で0β95・（0・10》＞0．05）非受

容条件℃α02βであった．この他者からの受容の認知こ

繭1己φパフ壮てンス陥のレベ・・の投尊いう仮定
■マ亭、の効果．と自弓のパ万〒マ甥評価のレベルを劇些

とし噌知ナるという仮定じ・の嫉とカ｛粗いに他を打

滴し紛よう1に灘すると仮説1－4．で骸ら瀧が，
受容条件セは仮定血一a．め勘来が相対的に験かっ；たと考

え．論る諭己の作文の論と儲に感じ知力との偏
相蹴受容語誌で・。二〇59誹難条件で一α。96であっ

’再ご1？結果硅仮饒ユL5を杏定するもめでぽないが1
こ．b果の赫ら仮説の背後にある仮定輪、1恥1工二、

柳聯笹殉とrでき徳・盛期蜘
　　　　　　　　　　実験　π

自　的

　他者か．らどbまう粗働きかけられたがについて解映め

余心立小さい場合㌧自己りパナ才一犀ソスを評価しだ他

者噸τる御をド肥評価およ・ぴ自重の・・制縛ン
スめ評価の要塞がどのめに鏡挿してし・るかについ七検

討する，具体的には，対面状況で相互作用ナる場合と，

この実験のまうに尺度上iと記久．した評点を見せ’られる也

とによって間接的に相互作用する場合とで肋まう・雄

異が生じるかを，実験1の引当と比較することによっそ

検討する．

無爵仮説

　（2－1）・他者から受容きれればその他者に感じる魑力

を嵩め，受容きれない場合その他者に感二じる魅力を低め

るだろ「う．

　（2－2）：受容，非受容両条件においてド自己評価ま他・

者に感じる魅力iこ影響しないだろう．（仮定1－a，および

1－bより，他者からどのよ’ ､に1動・き力奇られたか解釈の

余地の少ない野合，自己評価が効果を友ぼす余地．も少な

いと考えられる・）

　（2－3）＝野饗条件に；おい層ま自己のン｛．フ才．Lマソズの

評価・と他者に感じる魅力との聞に1ばっぎり幽した闘係ぽな

いだろう．非受容竹野においては’肉己のパフォ累々ソス

を高く評価しでいる人の方が他者に命じる魅力を低くし

ゃすいだろ’ ､，（他者から・どのように働き『’かけられたか

について解釈の余地が少なピので＝あるが：ら叛定：II－a・の

効果は他の効果に較べそ小さ・し・’ど考えら三三仮’定工F

bよ’闔�e条件では白・己のパフ・才ニマソスを高．く評価し

ている人の方が他者に魅力を感じやすくi・・非受容粂件で

は自己のパフォーマンスを低’く．評価．してい・る人め：方が他

室に魅力を感じやすい．一方仮定H－g’より受容，非衰

容両条件において，自己めパ’ブォL．ヤゾスを低く評価し

．ている人の方が他者に魅力を感・じゃすい丁許容条件では

．2うの傾向が打消す方向iヒ働き，・非受容条件では向方向

に働．く故上述のよ’5’な仮説と．なる．）：∵一”1’

方’法

　禎験者　高校1年生男子’37名、’．一　　　　　　一

　争統き　実験1同撤自己のパシ’｝’」マソスの評価．とし

て自署の旧いた作文の評価を用い」モの作文の評価をめ

く’る自他め相互帯下状況を作る㍗この実験では被験者よ

り年三り部面の人伏学駐身線摩可に言己入昧評
．点を見せるごとによってそめ作文を評価する．

　開胸漱の顧序で行なわれた．・①「私め二野という

題でめ作文’（30分目）．一②突験者1が自己紹介「の後，作

文を評価するたあ陣し℃外声達の’徹を別室に持み

てゆく．実験老②は被平岸達にゼ実験1者1｝ごつい七の第

ユ卸激に基づいて「他者（鍍験者1）’に感じ．る魅力」．を

・評定すちょう求ある．⑤f自己評価」お・よ：び「自己め喜

．い牟倣の諦」：の雌の評定1④蘇O使い道τごつい
て「弾く」回外のだう・い’う使い道があ・るふ出来るだけ多

く．書’ _としトう・課題を行な5（1σ身問工．⑤罪験者1が

各禄験者め作文を4．項目’にっ虞で評価した紙を各被験者

に百弓る・．（各被験者は与ソぞざも「に高い評価おるい吐低い

評価を与え1られ噛そいる）・．⑥「他者（巽験者のに態「じ



．梶．由．＝官首辞価と身己のバ圃ラ汁・一ヤ・アズ．の評価 誌螺4，

る魅力」「自己の曾いた作：丈の評価」の尺度め評定．

　この実験では被験者の作文を・4項目（重要か否か，．．す

轍競ρか否か，興味深いものカ・否か，あり．ふれたも

のか否か）．．について・7段階で評価＝した舐を見せる｛二．とに

亀って，押領非1受容タ）操作がなされた．この評価は偽の

もので・あっ．頂，．受容条件の人には6，7，06，（ただ：し，

各項．同φ辞点は‡一7であり’ド最も重要，すぐれた，興

轟轟鷺呉羅雌謡礁熱1綬
　自己評価〕．自己．め作文φ評価，他者に感じる魅力，を

測定する各尺度は実験工と同．じも．めである．

結果ど考寮：・・’．1．．．．一π　．　1二

醜：灘憲讐雛変認（羨庸華墨三影

野の値）．にも作文評価の変動値にも条件差があった，．舜．

濃餅鰹集灘騰奮讐煮1窯彙鋳
れだが詳ご乳は実験工．め結果ど←致する・もφであ・り・，・’ま

巽仮説2白1．を支持す：る．もめであるご　　．・．’．！　∴

　1自己評価φ：効果「1実験操作前に湘定されだ自己評価，

自・己の：作文め評価お．よび他者に感：じる魅力ゐ．3変数と自：

己の倣評価変動値および魑に感じる魅力の変動側曾

互の問の．．原野闘係数はTable　5；Tableβ1．｛一罪さ．れて

いる．．．自’己の・作文の評価（前〉および他者に感回る．魅力．

（前）・一を憧1常にした場合の　自己評価と他者に感・ビる魅

力ゐ変動値の間の影響闘は受容条件て一〇13161非受容

．条鰹一。・049てあうた・鰭み曾かち：は．ζの偏鞭、

が・0．に近いことが期待される．従って非受容条件では毎

購が支持されたも．唖翫られるルカ・．し，≒⑳平6と．．

いう．鯵1嚇小さ：峠鞘意で聴ゆ込か障容れ國．
ウれた揖今自称評師の低い人の方が他者に下し季魅力を．

高．く．しゃすい，・という・囲係を説明する新しい概能を考え

なく．て妹1な．らないかもしれない，、実験工と実験耳の結果

．を総合豹に考えれば，他者から．の働ぎかけの内容につい

て解厭の余地を小さく制限す．ると，自己評価と他者に曄．

じる魅力≧ρ相闘力項め刀向へ変化したの．であるか．ら，

人ぱ嵐母評価を確認するような辱知の氏ヵをす．るという．．

仮定1－a・は支持されたも．のと．考えられる．（Table　10

を参拝　　　　．．

　．自1弓1璽べ7．オ山々ζそ評揮（ρ：三脚1．’偉亘評缶と．他考こ

感’じ．る細コ・揃）を恒常にした場合，．自…串の1蚊の評価

　（前）と他者匿感ずる魅力め変動値との偏網闘は受容条．．

件で0．つ砲，非受容条件で．0ゼユ54であった、仮説．セ≒3・

か・らほこの宰相闘係数が受容条件でにOに乖く，非受容

粂件では負になるζとが期箏される．従？てこ・め仮説は

早臥さ矛七』≒ごし、なし㌔　こ4）場合b　次め言・つめ掛歪自性力｛考え

5れのて、ろう．すなわち，Φ岐説を引．ぎ出しセ仮定が

譲う．ていた．②仮定は誤っていないが；この突撃状況で

　　　　TABLE　4
受容，非受容の勅果・（集験：匪）’ゴ

　　条　　件　　舜

　　　　，1

　　他者の魅力変
　　動、値．

　　芝浦の変．

　　　　　　　　　　　TABLセ．5．

　　　　　　．匪

　．’自　　1浮・　0．265．

傷誘
　．．魅力・差．

　・．Er．解．　Oド570ボー0・452．・

　　作　「簿　　　　　1－O．305・

　　魑力（エ）

　　魅．力．差．

＝” @　卑．5％レベルで有意

容

均．．

十・1．26．．

（s鰻ミ04）．．．

ヨ」1．．チ2

（5≒11．9）、．

非　受　容

｝11S

一高0．1％1．レベルで条件差有意

　一唱1．94
・（s2r29・＝2）・

　…÷‘書，9‘1．

（s2富35．．4）1

受容条f牛におけ酸撚1の相闊（三五〉

半零幸

，．赫＊”

詐」1麟力φ1．魅．施．lr作・縫，

，㌧0吃0σ～≒O，二147

　0』06　0！099∵．
　　　　．白ラー0」二SO9舜量＊率

．o・oユ71’

一〇．5「8孝

一〇〇72・．．．

］0，1＄4　’

ただ・し1魅力く主）：’他者あ睡力’（測乍前）y

　　　　魅力差＝．他暗め魅力ゐ変動値

＊　o≒1－劣レベルで．梶％．レヘレで．．それセtノ」意

　　　　　　　TARし1≒6’．

非肇饗条件1こお肪．豪二間P三二（突験の

1．作．審・励⇔i．勘．華／総長

・0133”

　O．2．11

一〇、23三

　G6405
．早O．108

rO・210

．一〇」142

昏決位定された機能場外め機能が加っでいた・③虚血状況

がi不自然なたあ結果が混乱した，の3つである．ここで

はそのいずれであるかの結論を串す亭とを葦ず　実騎皿

の結果を見た上で，3つの突験結果め此較か与詰論を出．

すことにしたい，ぐrable　1ユを参照〉．

　、　　　　　　　’粟．験　皿L

　　　　　　　　　　　　　⊇
．目．．的

　他者から・とめように賜きかけられたかについて癬釈の
’．

]地ぷ小さ㌔・場合，1．自．己のパ．ラヰーマソスに一庫の評価

を下した他者に感・じる魅力乞自自評置薬よぴ自己の’や

ラ’非rrツス評価の要因がεの．よう．に規定しているかに

ついで検討する．．特L，実馳と異なり騨価される場．

合に伴なう緊張渉小さくなるよ勃こ，友人同志評価しあ

うという状況を作．り，．そのよう．な状揖において．も：仮津か

ら引．き出口れた一三皿と向様め仮説が妥当するゆどテか

検討したい」．　　1　．　・　’・　一
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実験仮鋭

　実験丑における仮説珍一ユ，’2－2，2－3，

る．　　　　も

方　法，

　鞍験者　高校1年生男子82名．

　手続き

と同じであ

　　　　TABL壼．7

受容」非受容の効果（実験Hr）

条 件

器

　　　　概要は髪験兀と同様である・ただ実験工およ

び実験皿では騨価を与える入が年長の初対面の人だった

のに対し，この実験においては同じクラスで平常づきあ

つている友人である点が異なるので，それに・伴って手続

きも若干異なる．

　実験は次の順序で行なわれた．．①ランダムに同じクラ

スの2入営一組とし，互いに自分の相手の播号と名前を

確紹した後，組になっている署人は別れて別々の部屋に

入る．②「私の理想」という題での作文て30分間）．⑤

「自己評価」，「自己の拠いた作文の評価」およ．び「相手

（他者）に感じる魅力」の尺度の評定．④2部屋に別れ

ている相手同志で作文を交換し，相手の作文を5項目

（実験口で作文の批評のために用いた重要か否か等4項

目・に相手の考え方に賛成か否か，という項目を加えたも

の）について7段階で評定．⑤相手の作文についての評

定を交換し，自分の作文についてなされた評定を見る．

実際には途中ですり．かえられて5セの評定を見せられ

る．各項目1において評価の高い方を7とすれぽ，受容条

件においてば6，6，・7，7，7，と，．また非受容条件｝こお

いては3，自，4，3，4，と評定されていた・）

　測定尺度については，自己評価および自己の作文の評

価の尺度は実験L皿と同・じであるが，他者の魅力尺度

他老の魅力変
動値

作交窮…価の変
動．値

・受 容

・12

非麦容
40

十3．05．

（S2＝＝12．8）

十L67
（s』2α5）’

　　＊＊ユ％

一1．70
（S』11．5）

一1．42
（∫』29．4）

＊＊寧

緋

　　紳＊O．1％レベルで　　　　　．レベルで条件差は有

　　意

の項目が若干異なる．実験工，皿と共通の項回は4っで

あり，新しく2項目をつけ加えて⑤一個からなる尺度が

用い・られた、．

結果と考察　　　　　．　　　　　　　　一

　受容，非受容の操作の効果　Table　7．に示されている

ように，他者に感じる魅力の変動値に屯作文評価の変動

値にも条件差がおった∵受容条件ではそのような働きか

けをした他者に感じる魅力が高くな・り，非受容条件では

低くなるという結果が冊られたが，．ζれは三巴’エガ．耳1の

結果と一致するものであり，仮説9－11を支持するもゆ

である．

　自己評価の効果　i喪手操作前に測定された自己評価、

自己の作文の評価，他者の作文の評価，他者幣感じう魅

力の螺i数および．自iヨの作文評価の変動他他者に感じ

る魅力の変動値，．以上6変数相葦⑱間の原相関俸数は・

Table　B，　T弓ble　9に示されている．自己の作文の評価

　　　　　　　　　T△BLE　9

受容条件における変数間の相関 （実験皿）

1作 副’他作評1勧（・〉」，魅フ瑳 作　評　差

自　　　　　評

作　　　　　　評

註　　作　　肝
魅　　力　　（エ）

魅　　力　　差

。。’．354冠…

ただし，応訴評：層他者の作丈の評価，

一〇．’OB4

　0．・236

一〇．0’15

　0，ユ34．

　む．β1S幸

一≒O．022

－O．145

一〇．205

・」o．565＊＊＊

＊幸率0．1％レベルで　＊5％ヒベルでそれぞれ有意

TABLE　9

　O．’197・

一〇，257

　0，153

　0．068

　α1113

．非受容秦：件にお．ける　変数間．の相関　　（実験皿〉

．／作 副、他作肝 魅．力（・）［魅力口 訳　膵　差．

自

作

他　　蛇

毒　　力

魅　　力

　評

　評
（エ）

　差

。．3三5＊ 0、146

0．063

　0．■τ67＊＊

一G，036

　0．斗67＊＊

一〇．15ヨ

ニP・．24面

一〇、os2

－O．234

ヤ「0．142」

一〇．413＊＊

苧O．310＊

ro・・工36

　O・014，

＊＊1％レベルで　＊謡6レベルで　それぞれ有意



．梶由＝．自1琶解価．と自己のパフ1オ」一マソ芦の評価 倒26，

　　　　　　　’↑ABLE・10’

：自，自評価’・と．他者に’・崩じる＝魅が

条』 件

仮　　　　　　’定

仮「定の一生’果

実二． D験’@工

．受．． 容’一’1，非・受　容

1－a

十

1占b

（土）

｛」a

十

1－b

（土）

実　験　　：旺

牽容「非憂容

1＿b

（÷）

1－b

（土）

実　　験　　皿

・’

�e巨F受容
1＿b．．

（土）

斗・…・き司一。ρ19L一。・・33・1．

T－b

（圭）

偏・　相“．開　1・’ OL212

息．弓・．9）．づ7、オー

”1　。・3ゴ6．・國1』．・1．

　　　TABLE　11
『’ D翌一 X評価≧他．者．．1「、慈．亭る離力．

0・・G56

．実　．験　　王 ・爽．験　皿 実　験．科

条”　一件 受∫．察・レ誘’：嚢「 ．容 受．’ 容D瞬畜
．：受 容P陳．容，

・仮．　　定

Y直・の効・果

亘ra一．1ζ≒b

¥． ・・ ?D

1エー。． ・、皿＿a

¥
■一b

D一 @　f■騨

．工工一。

F　一

，II≒b

E十

工1一じ

f　．≒ ．　　　　　　　　一　　．

II－b．．H－c

@　　．@　一@　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

耳7b

¥
hI－C Ilrb． 耳；・c

黶F

偏相関1　・。・9一 ・一E。86i．一…酬’

@　　　　　　　　　　　　　　　　－

誌、
「　「＝；。」。｛丑　　一1　　．　一一〇一孝66・二

（前），他者め作文の評佃，他者に感じる魅力（前）の3

変数を恒常にし冥合泊琶評価と他者i亡感じる魅力の

蜘値と・輪引渡麟件で．一。騰．’享受激励
0．・O砧であった．仮説2一2添らば受容，非受容両条件

においでこ．め幅相関が0に近い；と．ヵζ期待され魁従っ

て序の結黙躍敏持する．もめ・と・く烈う・’
　’自：己あパウォ・」々ンス蒔価の効果　・自己評匝…．｛呼蓄の

作文の評価，おまず他者に廼じる魅力・（前）・め3変数を

恒常にした齢泊・己の作文の諦・㈱1と他者に惑t
る魅加変動値との野相隙燥容射トで．一。・σ61，．．非受

容条イ聴亀26畦勘た．「臓2一合「から駐の融

閨綬顧存艦咋近く訓・受容条件で繭にな准

髪難1匝侮・．騨殖笹認めと

　　　　．一　　．．耗含的考察　　　　　、．

自己辞伺の効果

自門価と儲に感じる魅力との齢・ついて・実験
工．，』L，寅の仮説と結果とが・Tab1¢’10に示されでいる・

これ碍よる．と実験立め三三条件を除いでほ仮説が大体支

持さ三三えら泌・・それで1まドψ醐澱血め受容条・

件におけ礁果をどのよう1に獣たらよいであろうが
先の仮定においては，自己評価に生ずる機能として，他

者の・白犀に対す謹言や態度を蘇る子芋・己評価のレベ

ルを投影して受取ると・いう機能だけを考えた．こごで各

実験における受容条件と非受容条件の結果とを較べてみ

る・とb実験’正の結果ほど頭著ではなし・が二二工’において

も実験血におし喧被容条件の．結果は非受容条件の結果

匿岐べて負のカ．向への偏・りを示してU．・る、と．めことから．

受容鮒に爵いては演己評価め低・・人ほど塒に勧
誌薩か，・’というもうエ’紛機能があ砂ではない

かという推定ができる．この機能は，．突験■で嘆きζ働

　らい七いる点から考えれば1他者の態度を認知す．る際に・

働らくというより，主として認知された内容に興応ずる

隙に働らくと考え紡がよいであろうし献櫃作用
．筋相手が趾で抽と・．・らため崇・，．勝者に心理的

職を話する’よう鰍況で働曝璽愈ないだろうか

　と考えしられる．　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　、．

　・以上めめに考え乳ば社会酌極作用の中で記評

叢記に友ぼず擁について，受容条件においては⑱
　他者め自己に対する発言幸態度を認知する際に働らく．融

　能と1②その認知した内容に対しく反応する際に働らく

灘との組合せどして獣祉と．ができ，三脚麟件に
「おいては主として①の機能の効果として考えることがで

　きる．しかし・この②の機能にういては，．その機能ずる条

件およが緬呂ズムについて今後検討する．必要が．あろ

　う、

　　と‘ろで，’．自帝場面では，ほとんどの場倉対面状況で

　他者と相互作痢する．ので，自・己に対する他者の千度を解

　釈することがどう．しても必要とならてくる．徒っ．て，肖

自評価の凶・に応じて白．己に対する儲弓庭認知

するという機能が常に働らいてし・・祉考えて・よいだる

　う。そめ詰果，醜者に対する態度1発君等は自己評価め

　商低によって大きく華異を生ずるものと考えられる∴そ

　うすれば，自己評価が低い人憶他者に対して受容的でな

　いとい’う多くめ研究結果ば，．自．己評価の低い人韓自己評

価の高い入に較べセ他者から受琳られでい旭．s．城じ

　やすく，’また低い評価を与えられたと認知しやすいの
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で，従って他者に対する．態度も非好章的，非受容的にな．

りゃすくなるというメカニズムを反映したものと解釈で

きる．

　自．己のバ．フォー．マンス評価の効果

　二二では：自己のパ．フォーマソスの評価をパ．一ソナリテ

ィ二項的な自己：自身に対する評価か．ら区別して問思とし

た．こり自己のパフォーマンス評価と他者に感じる魅力

との関係についての自説と結果とはT章blc　11に示され

ている．これで見ると実験耳および実験．II［においては大’

体仮説が支持きれているにもかかわらず実験1［の結果は

仮説を支持していなかった．この実験正の結果について

先に3つの可能性を考えた．①仮説を引．き出．しだ仮定が

誤’っていた．・②ζの実験状況においては仮定された機能

以外の機能力；加っ．ていた．③実験状況の示自然さ．から結

果が混乱した．以上3つの可能性である．まず最初に①．．

についてであるか，自．己めパブ穿≒マソスの評価の織能

について本四で仮定されたものはこれまでの研究で実証

されているところのものであ．り，．また本稿に報告した突．

野山および実験血の結果も支持しているものであるか

ら，rド応｝の可能性は小さいでちろう．残る②と．③であ

るが，③の場台なら隅先L考察した実験珊こおける自・己

評価の勘果についても考えなおさなければ妨なレ～．’確

力艦実験1および世帯轍べて実理頒況はノ偽
性が強い．それ故r．状況の不．自然さめ起あの予期しない

爆が乃てい罷紬翫ら挿．しカ1しな力瓶受
容されればその他者に対．して大きな魅力を惑じ，受容さ

れない場A剛さな魅力し々・曄じない，ζいう点に実騨
皿め結果も実験工および実験皿の結果と符合す筍，ま．た

自畢評価D効果につい頂も，当初の仮説は突験皿たおい

てば支持されなかっ｝たが∫．その結果の偏りの方向は実験

工およびヲ験皿と．同〒方向のものであ？」≒．従って，鍍

離耳の結果が大きく混乱していると億考えられ，ない．こ

りように考えれ雌後9②の噸旨協乱廊強くなってく
る．

烽ｵ雌された．使能以外り論証が実験■において二っ

ていたとすれば・罷れはど恥5ものであるうカき．仮聯

と結果の食い違いから考えれば，それは受容；非受容両

条件において，．自己り述ナ非．∵ヤンス評価と他者に感じ

る魅力との相関を正の：方向に・も．う．でゆくような劫呆をも

つものである．．闘そしてそれ；は初対面の目上ρ他者と間接1

的な相互作用をする揚倉に働ら．きやすい，．このよう．な磯

能についていくつかの解釈がコ肯旨てある．が，ここではこ．

れ以上立ち入らない．．’　：．・

．・
ｩ：己評侮．ζ自．己のバ7オマ」マン界φ評価

　先に述外たよう：に，自己評価と’自このパ．7オーマγス

の評価との鵬略撚臨が毅，ら泌．蛮曳．鍛
1江L－，いずれにおいても両者め相闘ぽかなり’畜カマ

た・しかしながら・、実者はやはり・嘩別して問題ときれな、

．ければならない．自己自身について非常に高い評価を下

している人でも自己のいくつかQ犀性あるいはパフォー

マノス等に．ついては自．信を持6少いな1いこともあるだろ．
う’

ｵ，逆に自己自身について低い評価を下している人で

も一自己の何炉の属性につ心・ては商く醇価していることが

考えられる．そ航故，た．またま’ ?髏艶ｃﾓノミフガーマソズ

を問題とする」うな社会的相互作痢の状況においては，

自．己評価は高いがその揚で問輝．となっている自己のパフ

ォーぐソスについてめ評価は低い，’とか，あるいはその

逆であるとかいったことは当然考えられる．事実、本稿
’．ﾉ報告した突験状況においても，自己評価は高いが作文

．は不得意：で自．分り書した作詩を．高く評価．していない，と

いう場合も，またその逆の場合もあった．

　本稿ではこの・自己自’身に対する評価と自．己の特定のパ

フォ這マソスに対する評価とを区別．して問題．とするのみ

で．．商者の相互関係嚢．よ．ぴ他の変数に与える相互細口

効果については考察が拠まなかウた．今後の研究1ピおい

て’険比してゆぎたい．

要． 約

　1．．本研究は，自司のが7オニァγ冬に関しで尊者ζ

社会的相耳f乍用をする場合し自．己評価および．自司のパブ

ォ・rマγスに対する自己の評価．といラ要囚が，他者に残．

じう三田のレベルに尉レて．どのよう一な効果を持つかを検．

画する目的で行なわれた．

　2．．自己評価の劾磁歪つ賢ては㌃＠自∫己評価■を確認す

る． 艨Dな仕方で年嵩から停評価を認知する・，⑤飽者：から

の．評価がζの罹摩であったかζいう認知年並レ⊆，．．他者

陛理じる魅力の叱ベルが唾罵される・・ζ出走された・

皐・．自βの・・7押マγスの評価唄泉ψいてほ，

④自犀のパフサ7マγスに回す。・自・他弔評価ρ食い簿い

ウ～小さ伝蘇うに他者からの詳価旧知する，、⑤自．他

の評価の食い違いが小さいほどその他者に魅力を．感じ

る，◎自1己のパフ才一マシズに対する他者の評価が自己．

の持っている評価より國上であればその他者に魅力を感

じ，逆の場合その他者に感じる魅力を下げる帰と仮定さ

れた・．．．二　．．　．’一．．．　　　　　一占

　4・．上の諸誠心かちβつの実験につし．｝てそれぞれ実験

仮説が引言澤された甲案して受容条件，非景容条件蔓と

にジ亘己評価および自己⑱パぞ．オ、甲マ務の評価と．缶変

数との偏相関が求みられ，．．それ智七Q仮説’が筑討され

た・．、．！．一　1．・』1こ「．二．一・　．1・・’．一　．

5’3つ功験はド．目上の初対面の人と対面状況で相

互作用す．る実験工．ゴ目上g初対面り人と円心的に相互作

用する築験耳，友人≧門擁的に相葦作曲する争心1旺，か

らな・つていた㌔．∴　　・ゴ　、．．．　　．．、一’．．，．．c．

．．6　・自：弔詩価り効；果｝、ごついては，，④の仮定嫁支持され

たが，・．⑤の仮定にρヤ・て㌧他者から高い評1面を乗け．舜：受
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A1≧STRACT．

　　　．The　prβsent　StUdy『was　co耳duごte母．to

i真vestigate　the　effect　qf　selfresteβ魚　ah（章．

．βe工士一eva1員atiO典．Of　o．wn　p．βr軍or加容nqeロpbn．

the『ﾑattracti（）n　tQ　other　pefSop　who　had

母v斜tlated　6血bject，s　p6二重6fm包nce．

　　　Re琴at（ユin宮to　the　e丘¢Ot　o葦串elf△est卵血

’専e．as自Ulhe・t亘at　（1）　01ユe　prOj〔∋ct6　h．is　s．e1壬甲

este臼．m’／ev⇔1　whξ－h白　recognize忌　o山er．

．p町串0ゴ白．皐ppfai串al　tdward．．hi．エn，毎d．tha‡

・（2）七he　re¢og均itib耳　of．h6w　⇔th¢士　person

βstim㌶es　母eter血nes．　the．　attractio耳　to

　other　person．

　　　　］良⇔gaf口in息tσthe　effeOt　of　sβlfマev哀1t工包」

t；o血of・ow：ロP＄r圭or釦ance，　we　assμ血e．　that

　（3）　one　re¢ogiize＄bther　persOn，箏evaこlt；繰一

　tion．．to・miエ｝i．血iiz母．the　diScrepa旨く｝y　O再tw母e典

　Opβ’s．εし玖d　other’6　evaluat五〇n，　t1ユ浮戸　（4）the

・less．臨・fQゆ・抽et宙・・卓s白1‡綱。七h甲・’・

　evε真1ロ皐tib亘is，　the．1茸．ofe　Qゴ｛きis．attrqcted　to

　・th｛享other，．包n（工．．that（5）w1］βn　oth〔⇒r・串．母var．

1ロatio草．　of　oPβ’s・璽etform餌¢．蛤．．包bo寸e　the

　On♂台　self－eval．uatiOnゴ　he　is．寡ttracted・．㌻o



t2,e. tt2L ,ib L, eg-. M -ee' as-38･ ig' fi;'.{2''e

the ,otber.

   Fro'm the' aboVe' 'stated aSsumpt'ions,

･experimental hypo'theses were'deriveel.
A･ndi･ partial eorrelation coefi.cienCs of va-

riab!es, were evaluated to examine hypor
theses in the following three' eXperiments :

  (1) The experiment to interact di･tectly

")ith a seniQr sVranger.
  (2) The experimept to intera.ct indir,ect-

ly with a senior･ 'StraPger･.

  (3) The ex'periment to''interact indirect-

ly with -the peer, ' -'
   Regarding to the eff6,ct of self-Lesteem

the assumption (1) was 'ver'ified', but the
assu･mption (2) ',was'  nbt suMaigntly verified.

   As for the effect$ of s. elt-evaluatien of

own perfermance; the' ags.timPtion. (3), (4)

andi (5) were verified in' the experiment

(1) and (3), but these'1,assiumptions were

not su･ficiently verifiedi 'in the' experiment

"t .

1

'
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．．、、、．．．7町類黙所望

÷社会酌相互作用における人の行動を媒介し，・1規定．Uて

馳・く重要な変数と、レて，・，自己概念や他者吟概怠（認知ラ｝・

1：蔦：？》’でこ搾願、《・つ卿方向かう融＝がな困れて匙

た、、ITag圭叫解説、耳。・騨8害即ヌ1唄臼β9・、．轄看

羅灘暴弩驚塁謙譲讐螺書論
るい鶴楚の他都二二秘めf齢・潰躍起領

悪灘襲洋髪簗瀬漏魏1毒難
論糊す即急｝らとい＝ヲニま肪キ・離対皮嘘ゐ言
忌がらなされた判断がらなう｝た難い駈陰れ疲，：同一

のゾくに関しても見る人の価値苗準ヰその人1こ対す届感情

等に諏って，非常に異っ尭概念化身なさ量るのは当然め

ことである・ここでは概念化のプ眺ス自副砲いてで

昧な・く1｝すでに出来あがケてい憂概念に⑤野て検討する

ζ釦殖ρ瓜二摂創ゆ若干㊧方面性を輿らかμに曳蚕
ヤシ1．㌃し∬・，、・・・・…∵∵．・・1・．．・…・き、・・．：・r、一・．7．ド：

ご二・．・1「：芸　帖・ir．・商貝∫：題｛・一・∬亡ll’一・』…一．q

難論海卵卿1垂i≒知．や繭
導線二蕊羅妻鰹鱒飛雪｛豊鵡露

盤愛重震幅』朧禽勲業器灘濤
証跳者め概二二向略ヒ他者二身の自己橿念にしうい：で推

定された内容を取上げる．めはグ他諸どの社会的相互作．用

に・おい二癒’人は詑の他者にづ並・ての自己の判断のみでな

く，その他者が劣りている他者自：身についてり判断をも．

考慮レな．くてはならな茜力｝らであ；り，：1池…蜘⊆闘・レζ自己

味す≧蜥とや傭鋤91処ゆ丙粋遡鰍飾
り否璽推定9内響｝で恥尉春画準q職嘩乱掘舞って
く糞，ζζ轡驚れ瞭ら隼，舜∴・．∫「．、，、∴◎喜

確ξ灘聖犠難毬誰雑繋
聯聾婆触臥葱鱒；，曾騨三三照
冨61譜騨r輿P蜘坤prsr蝋1卿・醜1
．・Eii・hi　K・」it・（丁血・梅‘f。・。1∫，，，畑診％，卜”窃｛1ま

oρ’fo，＝θロ～9∫oακ11）

田 叡　　一一

儲の馳融融録妙処ている（Fi・d1・・…
aL，1952；］Lundy，1956，　1958’∫工，hndy，　e亡　aL，1955），

（2）1好意を持距ている他者り概念壷理想的i自身ρ擁念と

噸似レ頂い軌く耳叫号玩・9ち噛119霞2王、鱒哩呪9豆6重

坤d騨：・嗣9巨5み鞭・・鱒～一己P・と町nξF，3晩

丁摂rm導r哩導喚H匙｝睾号2！♂・ゆ薄蔑を持話睦

総識澄蟹禦皇離礁藻碁誰
毅念乏被駿才の自己概巻乏ゐ類復ゴり乗き・1ぐはな・い

（1「iヒdler，二bt：㌦互kヅ．1旦52：ゴ∫rh6mpson＆亟「ishihlural｝1952）．

どいう．賭点である，’宰加らの研究に庸って見猷されでき：

’た諸関係昧，迎分凱脚～1の項目・ヤ球？かρ過熱

斌蹄特性等■測短用具吟タ孟7秘密句らも鱒や争オ

・存在して鱒ζ鮪力㍉ら・、r1醜嫁魁き1舞曲鋭
ζ・ζが律私丞こで孕ρ塁嘩轟セ不はb消印購閣曝

相互の間の関連性が問鰍．芦築なサ醐陣酔’・。贈
に見出されているいくつ羨め㌍関連しだ関係湘互φ間の
蘭紬ご鋭・そ陶噛…とi謡富合∴憲争論でぢあ蘭越めうち

め基孝醗調係遭」ま二戯面的現螢釜中醜係を差見分・

られ斌ごとが亜要ぞ路ぢ5，擁ぞあ払う応：鉱チ～Pラ場重

ねるごどにまらて戸そ；楓ら語格係を成訟さ睡でいる瞬イ1・

デミ寧レスも明ら示たなつ；宅ゆ｛ぐもめ匙考兇られ為」：∵l

l似上のよ1う1な諸点をふまえでヂ本緬でば次り．5，つの断

固につい撃検尉す樹∵　1ン「二，：．∵∫，㌔臼裂沁　、・恥r1．・＝

｝：顛．）．．，被験毒が描画⊆評し圧箭2妊悪と随♪，測ト獅1

？離し藩・L｛尋者護身璽：郎揮禽≧纏讐輪軸廻心蔓ζ鎗

園圃三・，およ響イ蝋鼻画聖月白身動碁麹耳籟『垂雪包輿鳥

璽聯曲事礁開導協い勢辻三，茄、淵，，面，

難二三三三導黛醤悪・臨撚麟

究結全部ヒあ研禿｝ξ爵運も権臣で邊るi昂．：．i．ド〒麗三

　．く宅ジ被験都玉翰ご対／ジせ持づ好惑嵐づ持天感情

の遮に表・らて報験者濾よ輿密購甑碑の他者み
自己概念と；紹被験者め自己擬念｛三：理想肘自己の概念漕そ』



・脚・・他者に？豊・．て弔．概創ヒζ対呑騨． 晦β｛．

TABLE　1

一：．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘’L　　　　i　　　　　＝

嘲「

@　　一　’　　　　　盗概倉一・の澗の相
関関係τ、　　　　　　　　　1　　　、　　　　　　　　．

S∫1†r「　．S．・．鼻’』 ・1エ・．・’．・　　　　『．……’’S・．・．、1・6下Q・S’『T「．葺ゆド’了’卑．1幽1’b・導．…石∵σξ

L．条．件 鷲角
@．s．P、

，。「4！2＊’

EPρ4ミサ・．

」1

D6滝12賢．．・。ゴ耳箕 　　　　　i一
D「
潤D． R弓2＊＊

@　　　ト
O；27・1．」．　　　　・に．

F　　　一　　■

潤D鼻81＊．．

@　　　I

@o〒・159・

o．s93瞳，、。，5b

n，335　　　　　1i

　　　　　．栫A諦

早A妬尊

．o，9go轡　　　1　　．

撃潤E3ア了

lo，．「1瞬

@OJ55い

．6．gd1縣

B．，4φσ

．D
中．．．均

．o．も69場・・幽 ．d．歪ゴi＊ 　　一D61438噛 二〇‘127・
一〇．31ウ＊∴ rQ．059： 0．，・o争．1

・o．’
T15．I　　　　　　T O．24百寧＊

．0．・1！64渚．

’． D葎・．カ
b・1‘ザ開㌔、，oβ5s

冒⊂．

q274．ρ＝「2　1ユ0・445　　．9㌻2611

・旧
｢・．：1．一1．㌔．．．い皐．開r’聖≒・．

　　　　　　　　　　　　．TAr甲、2・．．｛三三こ・準ず

911’曾者φ郎鎚？準星．∵嘩？賜9．山脚

答内容がもれるおそれは「全ぐ1麺㌔ξ．．と；、等に肌・て羽目

1を受け1ヒ後1．．：同学年⑱男子の中で痺3卜好意が警ていこれ

か．らもつぎ融構騨い、と層5入（L．条倖）・・．勿るい

1は碍意が持てな．kζれから．も．つぎあいたく．ないと．思ヲ人

（D染爾：を．i’ �ｸその名毒甑～た．．凝で、．’G）1翼

’突φ自己1伯。齢，3り．，②」ゆ；よ舜人i熔融

鵬窓鷲禦皇悪罵議ぞ叙凌難無稽た霧

あ・一．（他者の．檀念，Oう，．（4）・そめ他者壱‡・自．分．自身めこと

，を．どう．見て．しるだろうかとし・’う推定・．（他者の自己概念の

1推定；Os）．しついてそれぞれ無正した．：’同時に同学年の

他の男子隼徒｝痢．．現実の自・己．に？粋での評摩そρ他り評

，完．を江なつ塵・．ζのうち好即持てる．A．あ臥’．曝意

の．､魂い入と’区被弾捗愈望れた汰Q戸母齢
．底後馳勃簸の．韻尽く鐙と耳輝趣痘

　結果（P整理姦　写種め：出定週φ1掲係を見る．為’に葺1禄戯

著につい三（醇定連．め相通蘇数が暗め顔L．：z摩撫き’れ挙

後で条件漉に平均働噛」された・評定閻のどの関係が
　より基本なもめであるか検討する為には，．．他の優幽く評

定）を恒常にした時の佃棚保鋤1袖壁灘ついて求
あられた．．これは附庸にした変散の影響として説明でき

　る部分を芭引した残りめ関連性を見よ｝とする．ものであ

る．こ聴骨係舳z離さ糠後で癬ドごとに平均
　値が出ざれた・

o．解　　．o・5r4　0・お3・　．o・：6＄9

．丁

吹D・の鯉山「．・訓nsl・トさ．．・．1・豪圃旧

ゴ・ K｛キ脚吻碑獅艮め1：』碑轡侍し，．解ごと1県平鱒縛

千†　61・．自自粧念．．一・エ＝「．理惣的自首め概念　O＝：他者の概念

騨‘工％♪レド西で’、串．’5％ヒベルで’それぞれ有意．・

　　　　　　　　　　　　　　　　摩　　．1一　、．　1‘．．’；　．

の他者の実跨の眉母野倉卑¢［闘｛系は．ξ¢）．よ．う1に異’な．る

か1・特に他者1こ一？野で自遣q判断を述尋う：拝顔（b）と、ど

のよう・な差異オ［与見．らオ缶るカ㍉．．．’　　：　．　　　・　．「・　・．孔：ド　．　：．

（d．）・（b）で検討．さ．れた他者璽概倉之詐り諸概念．ζの

関係鐸》うち　：：よしり「基本白勺な関｛系」くそρ丸心の存在iこよっ

て他の．闘係の存在囎蹴で．き．る．が，．’砂雌て言・たい

よ・ラブよ【珊．係〉・、1ヰ考れか，・，

　（．¢．），ごCdうで検肘されたレ擁験者臣L，よ．う．て推定された

儲の自．己齢と他の回心と．P留保の・．うち，．．よつ鱗

的な：関係は「と．れかピ、．．．・・7．⊃r．．．＝’

　　．．．’：．’：・・聴『九．r．津．＝．．’「　一

　同者．中学2年生野’28・名・1．それ・それをデ・￥’ダみ

就条件轍験者が好意を持ってし…る人を「他者」「と．し

て細の購をする．）㌔．・P条件「僻心顔三章．を持てな

い人を．「他者」1と；レ「q智種爾三寸㌃すう）．にφiり妄ウ・・

紙糸件14名ずつ．≧したて，　しか．し争㌦条件2名費」’4多炉解

舞：譲畿畿灘織斑識謡
離の・障翻副いた・『一セ・れ1泊己お』よ．び他舞礎

．す⇔齢禰t・・られ⇔36．：の形容鵬がらな・っ漁る・

．弓形窓融融蘇が逆になってお：帆・7段階で廓症され
る．．．」一φ簸神州の研究意図1翼．とつで次の点鯉ま’1し

いも．りである．すなおちく．ユ）用いられズヤ．る．．形容・罰

寿，議了伊都．干てい碑学生連によ？て稼L
細切状洗に興る羽軸者を形寧日．際用ゆれう
・もρ一計1聯硝初嘩5庶弟鐸け㌍一概

藁纂難雛黛1：三1懇1灘漏

斗淀舜もの．として二形翻選矧：姻ウ’里国’と
考えられる己ど，，・め．2点セある∵　7」：　．：’1．：．1　一…一

．．手続き．勲嚇購ず，：こ・の｛踏媚御1餌欝に
．重．害拘｛唾舞さ胞ゑζヒと．，．．寧本：学梓ρ卑年下へ等ド解

　　　　　　　　結果．と考』察

．鰍継の縦蘭．の相麟殖踏拠，・鮮にとに
そ碑均と騨子孫とを示しためが．窺㌣酔である・

それぞれの平：均についてそのプラス，忠ダナスの方向が

有意である鋤・．めかドまた条件ロ圭1にオ餌差があるかどヲ

か順定された．評定間の闘志性について｛．ホFiξ・1．に

訓示されて癖る．：．・．宜　 ．γ．’1・ @．．一．

・儲に対する好悪とゼ三人磁サに関して2条件縁
定されたのであるが∫対入感情に関係のない，・一．自愛概念

（S）．と理想舗己の齢（P≒の間め柏関闘係に鮒差
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　　　　　TA肌耳2
．o．と一．婁，．．IF．婁’の凹の偏瑚関．囲偲L．＿．．、．、

／・・σ 1・トn

b．60啓寧

O，S’

L

件

D
条
件

’平　均．

SD

ρ平　均

　3P

0．051’

0．2ア2．

一〇．095

0．198

0．351

一〇．ゴ96串

oi　4ユ3

・0．163＊．．

0．2£6

0．O杓’

つ．’262

・b・差1’…一・・i・・S・
　†　それぞれ他の皇変数を．恒常にした場合’

　＊申　ユ％レベルで　＊．5％’レベルで　それぞ；糾有意

が見られないところがら，各条件にふり分けられた被験

者に差はなかったものと考えることにする．

　他者の実際の自己概念（S’）とSおよび工との相関を

見ると，旗方とも有意にプラスであり，条件差も見られ

ない・すなわち，’対人感悔こかかわり．なく一般に相互の

自製概念は類似する面が多く，また他者の実際の自弓概

念と被験春め理組下自己の概念も頚甘しでいる，これほ

伯己や他老を表現する形容語が多かれ少なかれ評価的畠

工7ンスを持ρてぴると≧，正常な個人であれば一般に

プラス方向の・二．⇒ア．ンス・を持うた形容賠を多く、用いて自

己に目する概念を形作りやすいこと（このことは各被験

者の自己概念と理想的・自己の概念との女心がプラズであ

’る．ことからもうかがわれる），そしでここで用いた被験

者達のよう．に：文化的等女性が商いような場合各評価語の

評価の方向が大体決っていることぐこのヒと母被験者め

理想的龍の灘と他者の理憩鵬弓の概念との相槍二
本稿め一 sable．には載せてい症いが一が全て．63以上で

rあったということから㍉うかがわれう・），によって融明

することができる．　．・　　・一

　　　　　　　　TABLE　1の図示

　　　　　・：S’　　・　　　　．　　　　　　　　Sノ

∠’驚〉♂＼
0、

＼：」

1／．
L．条件

ただし．

S

　　　　　　　α

＼／・

D・条件

　　　　正の関係（P＜「0ユ）

　　　　正め捗Uf系＝．（P《ボ05）

一一一 V一一
奄ﾌ闘係（P〈．’05）．

　　　　亘IGI　1．i、1’

　他者の概倉（0）とS、1，S’との関係について見ると，

．L条件では．言とつ．，．工．．と．O．，、一〇と．豊．の胴門店係に込ず

れもプ．ラスであ：ウ．，D条件では．Sと0∵0とS’との相

醐1総プラスともマイがとも翫ず∴1とnと噸
園関係めみマイチスである．噛条件差はいずれも有意であ

る．． ｷなわち；好意を抱ているイ判者についでの概傘

は泊弓概念画師哨自の概念ダ頃イ蛯曲硝
自判とも．類似しτいる熊好意劇毒・でいな｝・儲に
　　　　　　　　　　　　　ういてめ橿念ほ1－自己橿念と．も他者自身り自己概念とも

関辿があるとは訓ず，鰍者り理御r自已の概念ど反

対方向の．ものである．Sど0，工と0・の関｛剰「ついての

結果ばこれまでの研究結集（1）（2）と一致している．ま

たし条件においてS・Oと．・1・bとの差が有意．．（♪＜・G5）

であうたが，このこ・とはこれ．までの研究結果（3）と一致

するものである．．

　被験者によちて推定きれた他者め．自己概念（Os）とS，

1，・S’，との蘭係についで見ると．，’Li条件で．はSとOs，

1と03，0sとS’の相関関係はいずれもプラスであり・

D条件では6：と．08，工とDsの相関関係はプラスとも

マイナスとも曽えない声，’05と・S’』’ど．の相闇関係はプ

ラスである．‘ �渚ｷは昌工心sとOs・ξf．と’にぼ見られる

がS・Osには見られない．すなわちド好意を持6ている

他者について推定する場合，その推定された自己概念は，

被験者の自己概念，．理想的：自己の概念，’およ、び他者、の実

際の自己概念と類似しているが，．好意を担う．ていない他

者の場合は，被験者の自己’概念≧も理想的自己の概念と

も関連がちるとは言えず，他者の実際の自己橿念と類似

する方向に推定されている≒1・

　0とqgとを比較して見る一と．，．IL条件において憧＆
’，．r’，どの男連性に全．く差は見られないが，－D条件にお

いては．r・。とi・0・．とあ齢よ参0・S’ζ1’0号・S窄の

．差がいずれも構．（輸とりく⑤で齢た・すな
わち，好意を持っていない入にう㌧・士は被験者の理想的

，自判聡と逆の方ゆへ酵見る傾向があるが・，．その

人聞己概念はむ．レう被携り理蜘『自亘の齢の方

向（有意な傾向では，なかウたが）であろう≒推定する．傾

向が強・く，また他者の概念は他藩の実際の1自．己概念と闘

耕していないが，’推定さ．れた他者の自己概念は他者の実

．際の自己概念と類似しでいる1・・

次いで一儲の概念（ω苓s斯督．とρ関係の沸
麟瞬も．馴しくど嘱係を考焔ごとが律るか検
討したい・iどS’を恒常璋し＃時の骸P偏相関喧嘩・

SとS’を恒常に：しえ時め．1’0のイ醗相．関係数，．Sと1

セ恒常に・した時の一〇・S’⑱偏相関係数壷告飼人に1？いて

求めZ変換して条件ζ．とrξ宰均勢た値と標準偶華とを示

したのがTable　2である．．　L条f牛ではsと。の偲相開

墨引胃に近く一1．1と6の偏相関はプラ：ズであり，乙b乏S’

ﾌ脚数薗．も値は小ざいがプラスである1：D条件では幽Sと



顧．1儲1とついての概念化覇入感情

　　　　　　　　．．生やLBLE’呂．」

自己概念のポジ．ティブおよびネガティブ属性と他：者

の概念弔．属牲との関餌

　　　　　Φ盃B虚4
。、とsJ，・s’．．煎物㈱騨係暫．

釦7133．

・イ．丹…：・．’1皿．匝
．L条件，　　上5↑t．．．1q5．　　0．・　－．・O

．bl条件　．1．．　Ol．5．．．，；．：13．．・．　　’．5・・5　・．．．3

．†．御イ・戴記齢の粒．・・ブ趣ガテ・．嘱

難縦謝性と．励不一致力搾ρ

．ll．鴫．＋一越⊥．甲・一

L糸．．．平　均．．

@SD
O，027

O292

．q．634林’

пC233

。．194串．

U，266．

D条、殴込 平　均

ﾀD’．

一〇．058

f02q2．

G203

O1475

o，08・1

ｿ196．

・P・剥 購1．・ h．s．

．；ゲゾ．困・青．．・剛．．・・．勉ズ属性

　　　　主．．　デ致．・〉不一致．：．．一致〉不一致

　　　血1、．．二二．〉．不一教　　」数く木〒数・

　　　．血．．：山致〈．不一致　．」一致〉木一致

　　　．1V、’．1」iま．・〈’ネ．晶．数　　←咲く不一致

十f下津甑燥砿ちらか嘱性で」該跡畷の
　　数が等・・緋聯をキ込’、うr．2．つの、タイプに

　　o・『．やダ偽．・．．

．0，・oとS’め偏棚はぜ．出＝逝く，層．エ．ど0の偏欄は

嗣チ．スである・条1牛牧は・II・・lo．㍉についてだげ見．られる・

以上からr応L条件に・｝・いてば・1．と0．および0とS’の

開係を，．．D条件でぱ1・と61の関係を’よ． ﾜ本鰍も’のζ
．籔るごと．旋ぎよう．ドこめ・6．とs’諭湘・ち儲の興

奮と他者の実際の自二念どが・‘．好意鱒っ1で・ る儲
について面河紬’にも．ま．た他の．2つの齢と．め関連性

で説明で：きる1部分を差引いた場合に．も類似の方向であ・る

めに，好意を持’らでいない他者にゆいセは，いずれの場合

も関連性がないと：いうと幽’対人齢によ顧ミー
ヶ．，シ．ヨ・岨面によ・凝翻力；でき．る・す楠ち、．好

意薄衣いる儲と・・ミ三三ケ・．け磯会が多く・．・

従．っ：て．そめ他者．盲身め二三’概念に関する表明レご接するこ

．と君多くなる．ゐで；．そめ他者｝ζういての概念を形成する

．瞭，．当め儲め高齢力附するこ孝．が伽が・好意

・麟。でし．・癌・儲・と．ぼ・…一ケ．晒す磯会が少な

国司也糊：自計め騨小rl轡

溝隠奪醜書癖譲嚢灘贈警奪繍
さ紋きた；穂を総て・…・る儲め概念・と．記聡’ζ

の融齢他b壷二念ゆ麟で糊鴛碑分
磋引ぐ脈く守礼罰が，．一方一三墨画概
念歪の類似性は」．他あ2づめ概念．との関係で説明マぎる

部分嵯引いてもな紘き・・とい’う守門られた・こ

と駐財べき・と．弄うう詑⑱・とは，儲馳と

自己齢と噸似叛似とい孟ことを問題とす硯
合どう・い・下面で嚇似，’．．卦1二四あかを．まず融と

†．それぞれ他．の2難を・恒常にし卑場合

牌1％・5’・で．・5％．・づ・岐そ藷虎回賭

しなくてはならない．というこ．とを意．記するのではなかろ

うか．例えば，もし理想的自i三め方向にある．自己の属｛生

については好意を持．つている他者と類似しているとiま

た感熱的自己の方向にない自祀．の属性については類似し

ていないと認知．していると．したら，先にも指摘：しため

に．自己の属性を理想的．自己め方向に麗証する傾向が強い

ところか．ら、全体としては自己概念と好意を持・ていち

他者め齢と噸似の傾向にあるとし・猫果になる・そ
の場合，理想的自由の方向による影鞠を引．ぎ去6た．ら．1

先にあ励れた類似もゼ司こ近㌔・もめにな・てしまうの

1貯め．‘≒細論◎て騨鮒ゆ
　自己および理想的自≒｝いずれかの評定が中点忙なって

いる場合は除外しで（35・如露平均1。項．励・自己．概

念を形作る形容詞対論定め屯騰的；龍の二塁r一
数するものをポジケィブな属性，：逆方向の．ものを：ネガテ

．イブな属性．とし；儲の齢につ…て各形容嗣の綻

との三致・．・木一致を見でみ．る’．ヒこで両属性において一

致のが多暢合を蛇プ．Lポ・ジテ・・プ属性では噸

が多．くネガチ、ブ属性では不」郵1多二合をダィプ
瓦逆にポジテ．汐属性で不鰍が多く．ネガテ’・ブ殿

で」」致が多い場合をタイプ皿∴両属性において不一致が

多い場合をタ’イブ点する．と1各タイ捌め微者拠
Table　3のとおりである．但し，どちらかの属性で旧教

め数．と不一教の数が等し’く・なった．ような場合は1該当す

る．舶の列プ．に。・きずつ配分しておる．・．先の三方か

ちすれば好意を特っている他者についで．め’L条件でばタ

イガが多．．くなる．と考え．ら泌ま．た好意歯っていな

い儲にりいでの疎1牛ではし条件の齢と逆の関係が

見ら滴と仮定すれ融イブ皿が多くなると糠られ
1る．L・条件臨い徹ると対フ．耳以：外の・も庶bずか

　丁．5でおる，．こめ．ことかち．タイプ立ぷ支配的傾向である

として．
烽謔｢と．思われる，1従・て・L条件については先の

敵方はデ応支持さ泌．もの．と考えてよ．いであ嚇・D

条件ではタイプ．血が一翻い力宝弛め矧プに隔るも
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　　　　　　　　　穿娼耶．づ
自己概念吟．ボ孕云イブおよ，び；ネガティブ属性と推定

．養．れ〕触他者の自’弓凝倉の1属性蜜町関保幽”一一’一一’一’’’’’’’’”…”’

・工臨・エ」　五．コ．皿　i斑
・条1牛…1『” P。

．D・条・件　　　；　Z　　　　　．．6・一一・

のが半数以上の6，5にな有ので，

認みなすことはでぎない．’．闘’’”

0．5

・2　1

o．5．

2

・’Dタイプ皿を支配的傾向

　推定され＃伸者爾自己舞！0s）ρ場合ド？」・て．1

と3を恒常にし塒のs・o・の：偏欄係数・τ註s’

を恒常にした時め1儀の係1相関係数■Sと1を恒常に

した時の・．Os・S’．の偏相関係数を寄個人恒ついて求め！，

9変換レて条件ご．とに平均と棟準｛尉差とを示したのが

Ta恥4である．　L条件で峠S≧％の偏祖関はぜ叫こ

近も1．と05．の偲飛脚にプラスであウ，05と1S！の

偏相関も値は小さいがプラ耳である．．’D条件ではSと

05賢09．とS’＋の偏相国はぜ叫こ近．＜1．1．とOs¢～本絹

闘魅標準飯事が大ぎくプラスとは言えない．条件差はL

Ogについてりみ見られや．．以上か5L条件において峠
1と．．06および・0き，．と’S’の脚墨系を・よ．り奉本的准も・の・と

考えるζ’とがで＝きよう，っ条件におレ・ては他嘆）．3つ∫p概

念と・朔）闘連偉が豪面的にも薄かったが，よ．り基本的・と言

えるような関城性も見られない．OsとS’の関連煙が

一応L条件では見られるのにP，壷井で1規られな、・とい

う．のに，他者の概念の場合と同様コミュニケィシ’ヨン：肚

の差iによる．も．巧）と恩われるL、：・，

　他者の概念の場雪叩椰こ・’自尊概念0ポジ．テ・ブな

嘱性およびネガティブな属｛聖乙推寧されな愚考の自己

概念の増訂ζの一r致」不一致を見たの丁丁鼠b三重であ

：る護れによ疑し条件では他者叩鵜傘②齢ど同様タ
イプ互を支配的傾向と考えて．よレ率層孝）う・」）糸14二で1‡，

他者の概念㊧場合タイプ1匝が多かづたが，些ζではタイ

塑炉多くなうている，しかしζの珂ブ恥但伊イ
ズに属するも吟が半数あ弓ため享配置傾向とみなす苧と

：はできな陛・…　．、・」　　一　〉∴．．．・、．・，1，畠二

　偏相関を用：いて検融した点に関してρ・と’05を篭写し

て見る．と，IL条件においでは全：く差が見られず；．D条件

にお．いては，弘。．O郵相闘と’レPsQ偏相関賓ρ差が有

意（カ＜，05）．躍る源相闘の齢を鑓穂であ。た
ρ‘β仁とP・’S犠の差回醐：闘醐倉燦ζ迅陣φに

なづで硫るゼ・、　　　・　…∵　　．・・．．　■　・

．二・ﾄの研究｝丸資料を得る際り各概念の評症順序弓評痒

闘隔等り：検肘すべき問題を會む屯のではあ為が，得られ

．た資料は一貫してヒ対人感：情によ、っ．て他者め概念ρ形成

がいかに．その人の価値の方向（ここで峠理高訓嘗病め擁

念）・’の影響を大ぎく受けて・い．るかというこ…とを示してい

る．この点についてのより、三綱な研究が今後必要だと思

われる．L，．：・　・㌦一　〕1「

　・一一．一．一．．…・・．・「一要・一一一．約・一．一一一．．・．＝・、・．・．．．．．＿＿．．．．．一．．

・棚塀悪：・い油・騨ピさ・七．縄
摺の対無脳でいる他者にうし・ζの橿念緯びそめ

他者自身の自己概念についての推牢の内容と；慮己1概

念・禦的自己傭念、越響儲の実凹凹齢と
醐雌が譲鯨う曝甚燐かどいう点について
検討する目酌で行われた、

　2∴7一．ポブツートで：評判すう・・35一の形容詞対を用いてそ

れ熟の概念瑠定された．’紅τそれ・らめ齢の問の

相関保数が個人ご’とに求φ．られ，多変換された後，条件

（他者問罪する好悪の別）ごとに平均と標準偏差とが出

された．また他者の概念およ．び推牢された他者の自己概

念の内容と1良己概念，理想的自己の概念，他者の実際

難壁稔ζの｛司の脚騨嘩φ．黒熱：嘩理趣
た．．　　　…

　3．主要な結果は次の通．りである1、Q・好意．雪持って

いる他者の概念は，自己概念，理想的自己Q概念，他者

の実際の自己概念とそれぞれ関連して、｝るがボ自己概念

との関連性は他の．2っ¢）概念に：よっ頂説明でぎろ．もので

ある・他者の実際の自己概念との関連性1‡他の．2つの概

念によ、うて明明できう部分を差引いでも・小さ鮭・ながら存

在すう；、理想的．自．己の概念とり関連性は他り．2ρの概念

によつて説明できる部分を差引垣ても．な嚢大きな闘連｛生

が存在する．’ w意を早う．でい二士者り自己概念について

推定された内容と，湘己概念．理想的庫艮の蟹念．魑

の実際の・自己概念との関係町っ賢て．も．剛摯．で．あ・．る．．②

好意を幸うていないと他者り稜念は理趨的一自己の概念と

逆方向の闘獣性があり；1：自刃擁念および他者の実際の自

己概念とμ咽辿性ほ見られないドζの理想的寅弓ρ概念

と逆方向の1継幽明．即興：？⑱概念1献って醐でぎ

る部分を琴1引いても．なお見られる，．好意を持？てり．・ない

他老の自己概念に？いて推庫された，内容の場合は・自己概

念と㊧関防は見られず，理想的臨ρ齢との闘灘
も：はう．き．り．しな、し寸他者の実捺の自平押ζの開辿憐は

小さいながら見られる魁他の2つの概念によ？て説明

でき．うも0であケ・③聾者・め撰命ζ爬i益｛軌印ヨ撰倉に

？いて推定さ1纏内叡⑱回忌・．対人三一に三二り斌

「脚咽灘が見ら締・・レ参レ両靴！齢齢とρ闘

雌を黙思聴鱒・τ麟イ也網間て野菜
に醸が全桐謙の関迎駐持・衛生が，・聴を干

て瞭嘆離φいて押合に皆ま禦的騨四聖の
1廻連性狽マ蹴る㌔＝・ゾ・・．一・1：・・．一，・・．．

、．

D、『て3囲．．’：四獣、
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-Is,p,gn<i,e,.Ps,b'f'i{-.oFi,c,at,,8ffsgre" llli] 4 E

                                           '      ,. SELFLESTEEM, AFFECT, AND l.NTER?J RSONAL

     .,'' COGNITION, ,
       , ･ EIICHI]KAJ!TA
         ' TIQc Alationat btstitittcfor Educationat Research

    '                         '     '                                                     '
           Thc prcscnt stucly was conductccl to insrcstigatc thc intcrconnectedness among･

         sc]fiother conc:pts (images ofse]4 idcal sc]fancl of tbe qthcr per`son, inforcnces of

         the othcr pcrson's eegniLion conccrning thc subjecL and o'f himsclg thc othcr

  ' . pcrson:s actuar imagcs of thc subject and ef himsclf), and cfft:cts of se]Festccm'

    ' ancl affect upon them. xSubjects werc S6 1]igh school bo>fs and glrls. "(ain con-

         ciusions are :･ (1) High sclE:esteern pcrson's cohcepts arc congruent "'ithin cach

         ･ethcv, but ･low self;-cstecm pcrson's -cOhccpts are difllercnLiatcd into S groups

        " (conccpts conccrning selg thc odicr pcrson,'idcat sclf), (2) Tcnclency conccrning,

    ' assutncd simiaprity is･ owing-,to ielcalizatien tchclcncy,. (a)' Thc main .efll}ct ef

    ' aff,bct is,thc idcalization of the othcr pcrson. .･ , - ･ .･,

,Lt '' :
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  Th'ere' have beeh- many studies that
invcstigate the connection of the a･ilik)ct with

the relation between'two or three concepts

coricerning self and other persen, Two
･main tendencies derived from these studies

are as follews. (1) One sees tl]e person
,whotn he'ilikes ･to bc more sisnilar -to him-

self than tlie person whom he doesn't like

Ce.g. Fiecller, '-IFXia]trington, 8e B]aisclell,

1'9S2). -(2)One sees the person whom he,
likes to be more similar te his e"rrt ideal self

than the person whotu he doesn't like or

-even 1iimselF(e.g. Thempsoii 8c Nishimur'a,

1･952). (1)' is sometimes called the as-
sumed similarity and (2) is sometirnes cal--

ledi the iclealization tendericy. Besicles,

under the name 'ef empathy, accuracy,
i'nsightfulness hnd ether terms, many re-
searchers havc ･alsd ,stucliecl the 'ptelation

between the concept of other person ancl
the other person's self linage, the relation

betsveen' the ;nferenEe ,o.f Othev persOn'S

cognition er 'behavior and the object of
inference, lhe relation bets-,ecn subject:s

self image apcl the ether person's imagc
 conGerning the sul!tiect, and et.hers. . But

 there havebeen few studies that invcstsgate

systematically the interconnectedness a-

 mong concepts eoncerning'vavious aspecls
 of self aricl other person. XFVe' think it

 insuMcient to ･stucly aboutthc irelataon

betsveen two or't}iree conCepts fr.agnen+r
tarily "rithout t' he info;mation 'of tlie inter-

eonnecteclhess atnong varLoVs cepcepts: '
  On the other hancl, various stuE]ies ･have
point'ed out the velation ofone's self inFi- age
to his co'gnuiori ofotiier pevson and efselft

etherrelation. Forexample,Berger('1･952)

ancl othet researchers have reportiecl tl]e

positive cerre]ation betsveen accel?tance of

self'hncl acCeptance of others. Seheerer

(1949) and others reported that aeceptalice

of'bthers iiicre'ased d'uring therapy and "ras

6o'rrelated 'with acceptanee of self across

therapy interviewsi And by the experi-
mental methocl, it was clarifiecl that high

seLf:-esteem person rccognizes ethcr person's

appraisal toward him rnore fav.orably than

low se]fiesteern person, and that･tbe
recogniZed level of the other person's
favorableneSs ,determines' thc attraction

level to tlie bther peirsen (KagLita, I･966,

T967a). X,Ve "',ould like to examine further

･thc efll ct of'selCesteem en the relatiens

･be, tsveen coilccpts-oC the interconnectedness

among concepts concerning self ancl ether

              '           '                                   '                              'P'eEitfl:Lpreseht'study ig･ clesignecl to inxtesti-

}oa.`.a,F,?,'iZg.tiZl/lrCO//:8Ct2d,geSg,,?,M,OBg.,.,%".b･g

donCepts, concerning selfand ether personj
and･,･to', cxapnine the ef;Ihets ef selPesteem
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ancl a(FIbct ,upon-sueh int.erconpeFtcdr}ess

or concepts. ' In additidn to'  'both persqns'

concepts cence]'ning ･self and the other

person, we introduced in this study sul2-
j.tc,t'fiis,?･gkscS?"-n.a.Fs,1":;2er,ko,,,c･e2r,l,fy.I･:i

ferences of th¢ other person's concept
concerning the subject and of the other

person's sel'C image to clatifyr thcij' rel,ation

to his self imagd, his irn,agg of the othe,r

person and, tli.e ebject ofinfer'epces. . That

is to say, the subject:s coi;cepts .that i,"re will

exaniine here are , " self ima.cre '; ,, `[ icleal

self image", "the image oS･the.other
person';, "the inference of the other
person:s cognition concerning the'subject '･' .

and " tlie inference of the other personis

self image". The other person's con-
cepts that we wi!L examine in relation to the

subject's cpncepts are'CC(thc,pther. pev-
sonts) selg ima.cre "･apd `e the-tmage p.f.the

Sut tject. '7. , ., ,,. ,:
  In this study "re will chiefl.y examiile th,e

fbllowingpoints: (1) Therelatio.n. s apaong

above mentioned ceneepts, .44d.efll ctsI of

selflcste.em and alfect upon thepa,,s.(2)

 Some, specific aspects of ･re14tiqrpsras-
sui necl siinilarlty and iclea]iza･tio4 tcndenycy,

 thrp.e aspects of inferences an,d,infi. uences

 ofscll:-esteem en them･, (3) .Inner strycture

 ef,these seven concepts. Fh),ally we,will

 consicler the results as .a wh.o.le.,, ..･.

       ' MET}ioD ''' '''
       t -,. ,.+ Subjects ,. ,. ., ･1 , ･
   The subjeCts weveLselectcd ･by the foltp"ting

 way from '133 studen ts of scnior highrsehool : 67

 boys ancl 66･ girls who wcre l5-1･7 >,ears old.

 At first, they evaluated' 2e .Lie･ sc'a:le iteins. (3-

 point). which- "rerc revised ･foi!mbr Lie･.-Scale in

 'ptasdli!I CMinnese ta."(ultiphasic ?ersonality ･In-

 xrentory). Lic scorcs wcre calculated･ ,(040

 ])oints were possible) ancl 21 hlgh scorers･(more

 than･ IO points) were omi, tted.･ Then the'resL

 "rere dividccl inte S ･groups .by 'theit:･ Sclfticlcal

 corre]ation cOcfficie'nt tliat was: consiglerecl' as

 Selfi'Esteeminclex : High (vpper･30%), ･Middle

 .and Low･ CLewer SO%). 'Ac[idcllc gvoup was-net

K.iLJ ITA

   used･ ag subjects of this stucly. The students of

   High (SH) ahd Lo"r <SL) groups wcre divicled

   into 8 conditions: IIIigh or Low SclflEsteem

   {SH･SL) × Like the other person or not (L ･ ixL)

   xboy. ev girl. Finally 28 boys and 28 girls

   were used as subjects including 7 stuclcnts for

   cach ce],l. The m,ore than 7 stuclents for each

   cell werc ranclomly emitted.

            li   Prbccdurc ' ' ' .,
                            '                       ttt     Experiments were conclugtecl.cluring a regular

   class pcrip,cl. Studcnts w.ere asked to choose

   out-of their ･same-sex: ･classiMates one or two

   persons whom thcy like best anid want to kecp

   fricthcl with. Then they wcre -administrated

   Lie scale･ and askecl to rate- their `C Ideal Self')

   'on' the $ell:･Difrbrential conStructed for d)e

   purpose ofmeasuring one's Sell:-concept (Naga-

   'shima･ et al:,･ I967), .which is efOsgoocl's Sethan-

   -tic DifTlerential' type'ancl,lias 37･ b;i-polar

    qualifiers (7-point scales). ･ .
    ･ Three,.xveeks aftev thc first session, s.tuclents

   =wcre asked to rate-their,[CA¢tualiSelf;' a.ncl
    `C the Other ?crson ",. and to infer'eC 'the Other

   ･]erson's cognitiop concerning Subjcct." and

    `E the Other Person's'Self image il on thc Self:-

    Difli rcntial. " The Otheir Person " fbr eaCh

   'sul ticct was selected by the results lof tlio 'first

    scbsion･･: in t` like-.thc-bther" (L) Condition

    both the 'subject and･ the other person hacl

   .chosen each other, and in E`･doesn't-likerthc-

   -other" <!NiL) conclition, the other i)erson was

   -sclected randomly out Of'thosc "rho, had.neither

    ch'osen tlie subject nor liad, beert ehosen,･by him.

     ,･As- foi' each $ubject 21' Pearsop's it were calcu-

    lated betsveen the fo]lowing 7 rates:･ I- (icleal

    self image)j $ (actual self imagc), O (itnqge of

    'the ether person), So ･(inference ef the other

    person:s cognition cbncerning the subject), Os

   , {infercnce of'the othet person's sclf image), S'

    (the other person's real sclf image) and'O' (the

    image of the subject vatcd by the other person}.

    Then each r was transformed into z score in

    eticler to compute the rbeans for cach relatien

    between rates. ･･ ' .
    Eaator td na !J,sis Ybr 4 cases .

    . MFe picked up 4 cases representliig 4 condi-

    tions {SelFEstcernxAffbct)' respeetively to ex-
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ainine the inn,er structure of concepts. Feur

sulziccts were all･,boys and seleeted as fo11ows ;

-At first we ･cl)ese tlle sul tiects whose cerrelation

c.oeli.licicnts bctsvcen S 4nd T xve,rg.the.flth.of

7 in SH･L･Boy group ancl SL+L･Boy group
respecLively. They "rere narned S-1 (SH･Lt

Boy) and S-3 (SL･L･Bey). Then the subject.s

svhose correlation coeMcien'ts -wqre nearest to

"tha't ofS-I and S-3, were selected frorti SH･NL .

Boy group ancl SL.NL-Boy group respective]y.

They iyerc named.S-2 (SH･NL･Boy} ancl S-tl･

<SL･NL･Boy).' The 4 cases svere con.s'iderecl

'to''well represent the' 4 cQnditiQns Tespectively

because each caseis pattern' or corrclation co-

etlicients shbsved considevable" resemblance to

thd paLtcrn of m'e4ii covrela-tion coeMcients

transforrned .Iiro:n the mean E scores .of each

condition.

 - Factor analysis was performed for each
subject's cbrrelatiori･'-matrix by the Prtincipal;

factor soltition. And. fpr the '.p, ,}pp.Ose of psyr.

chological ･cxplanation of thg structure, the

original factpr arrays were rotated according

to the fo11owing proceclure:.(1) The. clircc-

tion of thc' first ･facter (I') 'is .deciclccl te rep-

resent the direCtitin of ideal' 'self image, (2)

The directions of the second (II') ancl -thc

third (III') factors are clccidecl accorcling to

the simple structui'e .principle.

' ' ' RtlsutiTs,A.N]) DlscvssloN

Relations amon.a 7 Cloncopts and EOZicts of 3

  1;laaeois iopen thent

  Table 1 presents means and standarcl
deviations of 4ny scores derived fi'om Pear-

sonis r among 7 cencepts. The results of

analysis of variance for the data of Table

1 are shown in Table 2, As for 'the re]ation

betsveen S and I (S ･ I), only the etlk)ct ef

self:-esteem is significant and the eEIktcts of

othcr factors and interactien betx･veen
factors are not sigriificant. Therefore we

･can consider the experimental setting re-

ga,rding selptesteem (SH and SL) was valid.

. Looking ･at the overall' means ef z
scores to sce general1 sinnilarity between

concepts, we noti¢e S ancl So, O ancl Os
show high sirnilarity respectively. O, Os

Afft:cts ･and' Interl)ersQnal Cognition                                 .;iff{} ･ ･t･38.,,

ancl O' are connected considerab]y "ritli I.

XrtThile S and S', So and S' bear littlc rc-

semblanCe ,respectively. So "re ･qan' state

as .foIlo.ws: (1.) In genetal, the' su]iject's

self imbage and the iii/fbrence oC the other

person's cogpition concerning the svbject

resemble each.other.' (2) In general, the

image of the other person an cl thc iii.fbrence

of the bther person's se]'f imagc i'escm]Sl'e

eachother. (3) !n .creneral, tl)e image of

the ot!ier person, the inference of th'e o'ther

person's self image and the actual image of

self conceived 'by the otlier persoli'are re-

lated 'conslderably to th'e su]ofect:s ideal

self image. (4) In general, the subject's
selfin7agc ancl the otlier person's selfimage

clo not rescmble each othe.r. . ,

  Now we wiLl examine the concepts con-
cerning the other person. The el{lit]cts of

factors and ihteractioiis between factQrs
upon S･S' afid I-S' are all insignifican.t.

But on the contrary regarding S･O, S･Os,

I･Q and I-･Os,'the effk cts ･of seme factors

and interactioms are significanL Itshows
that tlie di.iTerences'cencerning O and Os
from one 'condition to aJiother aire owing

nbt to the other perso]1"s,actual self image

and probably not to the other person's
actual personalit>r, but to the directiqn of

concept-formation and of inference about

the other person hMuenced by the faeters
belonging to the sultjccts.. Tllere.fbre we

can state on the'basis of the results as

fo11ows: (5) High selgesteem person con-
ceives the other person to be more similar ,to

himself that Iow seLfLesteem person. (6)

High seMesteem person conceives the other
person to be more similar to his ideal self

image than low selfiesteem pcrson. (7)
The subject conceive.s thc .othqr Person
xvhom 1ie' ]ikes to b6 more similar to his

ideal selfimage than th e other person whom

he doesn't like so muclu (8) Gir1 con-
ceives the other Person/ tb be itiore sintilar

to her icleal sclC image tlian boy. ' (9)

High seresteem person infers ･tlie othcr
person's self iMage to be move slinlIar to

himselfthan low･ selfiestetm persoin, -Iimcl

girl shows t]iis tendency inore strongly..

i
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                                   '                      tt                        / ** ･

          , .1 , -*
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-and O,'.S" apd･ Os,･no facter nor inter-
actien shows Significa[nt 'eflbct ex6ept tshe

eEik]ctofsex･cliEfk]renceuponO･S'. XfVecan

state as follox･vs: (I･1/)/ flFhe coimection

betssreen subject's･ image 'of the other
Person ancl the othev 'Persen's 'acttual s'c]f

so'･ IS6･ ･ IO IOs

 1. Sc]F'Estccm (SH･･SL) *** C*)',, ***

 2. Affect (L.･NL) '

                            ' 3. Scx: ･Boy･Girl

          1 ×･2

 - IX3 -      '
          2×3 - L

 . I･×2×3 ' **si:p< .OOI **:p< .Ol *･:p< .Q5 (*)

                            '         '
-than boy. (le)'VVhen the other person
is likecl by the subjects high Selfiesteem ene

irifers Lhe other person's self innage to be

more simiIar to his icleal self image -tliah

low seLfLesteem ene. But ･in ,case the ether

person is not liked by the subject, such ･a

                                 'tendency as. this is- iiot shown. ･
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Analysis of varianpe for data pf Tablc 1

ISi Iot soo Soos sos,' s6o}' oos Ost oo, Ossr Osot S,oi
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*

**-
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*
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*

*

iMage is net infiuenced b>f the selfiesgcem･

and aEEbct. But girls shox･sr greater eon-
nection betMieen them thin boys. ･(1'2)
The accuracy of ･inference conc.ernin.cr ulie

ether -person's selfirnage is net infiuenced

by the selflesteqm, afElzet and sex differ-

-ences.

  Regarding the difference between O and

Os, only the etTl ct ofselresteem is signi-

fie'ant. And regarding 'the Feladion be-

tween O and O', the efll]cts ofse-este'em,

a.flk £t and ii)terqqtion among 3 factors are
significant. XfVe can. s.tqte as fo11.ows･;

(13) Low self:-estcem persen clifferentiate
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the inference of the othcr person;s self

image from the image of the other pei'son
moi'e than high s'elfLesteem one. (i4･) Thc

mutual shnilavity betsveen- sulofect's- itnage

of the other person ancl the ether persen's

image eoncerning the subject'is shown
more stroiigly in case of high se]fiesteem

person than in c4se oClow sclfie'steem one.

(i5) The inutual.similairity between s,ub-

ject's image of ,the orher person and .thc

other person's image concerning the sub-
ject is shown merc strongly in ease of the

other persQn x･v]iom one ･likes thaii in case

of the other I)erson "rhom one 4oesn't like

so much.
  Thcn we examihe the cencepts concern-

ing selL The self image of sulofect has
aLi'eady been chosen experinientally in
relation to ideal selfimage. So we diseuss

the relations except the onc be"veen 'S' and

I. On S･So, I-Sb andS･O', the ellfect of
ne other factor than seMesteem is signifi-

cant. R.egarcling So･O' anEt I･O', there
are significant eilbcts of selfLesteem and

aEfbct, By theseresults we can state as fol-

lows: (16) High selfLesteem persen infers

the other person:s image concerning thc
subject tO be rnore similar to his selfimage

than Jow self:-esteem pevson. (17) ]E[igh

se]fiesteem person infers the other person's

tianage cohcerning the su]ofeet to' be more

similar to his icleal self image than Iow

selflesteem Person. (l'8) High serPesteem

pevson infers more accurately the other
person's image concerning the subject than

low selPesteem person. And there is a
tendency that high selPesteem person
infevs the image of suliject conceived by

the other 'person whom he 1ikes, more
accurately than by the other person "rhoin

he docsn't like so much. But such a
tenclency is not shown by ]ow self:-esteem

person. (19) The self iniage of high
sell:-esteem･ pcrson is-more consistent with

the othcr person's ･image concernlng the
sulafect than that oflow sell:esteem persen.

 (20) The othev pcrsonls･image concei:ning

the subj'ect is morc Censistent･ with ･the

subje¢t's idcal seif image in case of high

KAJ I:x

   self:-esteem subjcct than in case ef low
   sell-esteein strbject. (21)' The other petL

   'son wH.om the sulajj ect likes s･vith each oLher,'

   coneeives thc subject to be ]novc shnilar to

  -the subject's･ideal ･self image thaii the

  'ether 'persDn' x･vhoin he Eloesn't'like so

  'much with cach other. s ･
     Rcga,i.:.cl.ing thg relation be"sreen So ancl.

  .O, the eflt]cts ofself:csteetn, sex diffk)rences

   ,and interaction bets･veen above･ 2 factoi:s

   are sigriificant. Regarding the .i'elation

   betsveen 2 inferences, So and Os, -the
  ' eEfZlcts ofselPe'steem and intei'a6'tioil arnb'ii'g

   '3 factors are significani. Considering

   above results we can state as fo11ows:
   (22) High seifiestee.m girl infers the ethe.r

   person's image concerning the subject to
   be more similar to ]ier image of the other

   person than low selfieste'em girl, but boy

   doesn't show such tendeney. (23) ]Eligh
   self:-esteern person.shox･vs stronger similarit>[

   between the inference ef the other personls

   image concerning thc su]iject and the in-

   ference of the'other person's selrimage than

   low seLfLesteem persen.

     GeneraJly spcaking, high selCesteem per-

   son's concepts are more consonant "rithin

   each other and te the other person'$ con-

   cepts than loxv selflesteem person's. Low

   se]I:-esteem person's 5 concepts are apt te bc

   clillEbr'ehtiated into 3 groups-concepts

   concevning-self (S ancl -So), -Goncepts
   concevning the ether person (O and Os),
   and icleal self image (I). Tlie cliJlrerence

   betu,een the other person whom one likes or

   whom one doesn't .like appears in the re--

   ]ation Qf icleal self image to the images

   coneerning the other person. And girls'
   concepts are rnore congi'uent xviul)in each

   other than･ those of boys, which might shox･v

   that girls are ]nore stereotypical than boys.

     Fig. i illustrates the intekconn,ectedness

   arnoiig 7 concepts.

   xElssinned Simitariip, and IdZrali4"ation

     Fiecller and other resea･rehers called an,

    aspect of interpersonal perccptien ,as as-

   sumed siniilarity and arguecl its irinpor-

    tancc. It is t･he similari'ty betssreen A'g
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pei'Geption ofB and A's perception ofhhn-

selL And previeus studies (e.g. Fiecllei:,

et al. I9521 Luncly, 1958) found ･the
tendency that onc perceives the other
person whom he likes to be more simitar te

himself than the othei' pcrson whom he
doesn:t like. Kajita (l967b) a]so found
thig tendency concerning assumecl simi-'

larity, biit they distLppearecl when thc
influences of the subject's icleal self image

and of the other person's rca] self image

wei:e cli]ninated (the partial･ correlation

1)e"veen S and O with I arid S' held
constant). Therefore, it was concluclecl
that the elllicts 'of af:fl]ct upon assumed

similarit;lr･ ･is o"ring,' to the idealization

tenclency. In other wards, one conceixres
the pevson "rhom he lil<es'to be mpre simi1atr

to hiS icleal self image than the person'
whom' he doesn't like, ancl most people
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conce],ve themselves tb be consonant to
      ideal -'self imagcs. Therefbre,･iti

      in th'at'rnosL pcoplc conceive the
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one whom tliey like to be more similar te

themselves, -
  If that conclusien is valid, the clata of

this ･rese.arcla･ have to show that high sel"

esteem sulqject conceives the person whorn

he 1ikes to be move sirniIar to liiniself than

the person whom he doesn't like, but Iow

selCesteem subject doesn't show such
tendency. Fig. .2 shows the data in a
graphic form. The eflbct'of interaction
'between ･SelfLEsteem ancl atlkict upon S･O'

doesn:t i'eaCh suMcient statistical signi-

ficance (i7==3.272, .10>P>.05). But the
directions show agreement to 'our assunip-

tion. Especially the results for low selfZ-

esteem sulofects eoncerning S-O and I･O

confirm our view. .As'low self-esteem
person cloesn't conceive hirnself te be sisni-

lar to h!s icleal selfimage, it is natural that

his self image and the irnage of the person

whom .h.e likes (iclealized image> are more

difllerent from each other than in case of the

Person whoM he doesn't like. Then we
argue that the tendeney concerning as-
sumed similarity is a specific aspeet of the

iclealization tenElency.

Three rispects of blfiirences and hptuences of

  Seij:Elsteem oii them

  Social interaction is based implicitly or

explicitly upon the inference of the other

person's cognitien concerning tlie subject

and that ef the other person's self image.

X,Ve would like to exa,miiie these tsve
h)ferences 'from foIlowing three points of

view. (1) Consonance; the relation be-
tsveen his concept and his inference ef
the ether person's concept about the same
olitjcct. It was measu['ed in this study as

O･Os and S･So. (2) Projection: the in-
ference basecl on his bwn eQncept about
the equivalentobject. It was meastlred- in

this stucly as S･Os ancl･O･So. (3) Aceu-

racy:,the relation betssteen the infevence

'ancl its olziect. It Nvas･ measurecl in this

stucly as Os･S' ancl So･O'.

  Regavding the consonancc,, both ･in-
feFenees of the otsher person･'s ･concepts

ave highly consonant in ･general with his

KlulTA

own concept. But high serfLesteem per.
son's hLfkirences' are mere conspnant than

lo"r seLE:-esteem person's. In other words,

loxv selgesteem person tcnds to hold that his

viesv ofselfor the other pcrson is diffZ rent

from the other persOn;s view. The cog-
nition of'such difference tnay be obst:ructivc

of communiqation and intimate relations.
  Regarding the pt'ojccti'on, high se!g

estcem person's inferences 4re Projective

but loNv selflesteem person's are not so

projective. Girls show such tendency
more strongly than boys in case of both

inferrences. These vesults inay also mea4s

that low selFesteem person tends to con-

ceivc othet person to be diflk]rent from

himself:

  Regarding the accuracy, the results
about tx･ve irifl]rences are diffljrent fi'om

each otl,ier. On the inference of the
other person's cognition concerning the
subject, sel-eSteem and interaction be-
tweep self:-esteem and alll]ct, infiuence it's

accuracy. That is, x･vhen the subject likes

thc other Person, high sel/f:-esteem person

infers accurately the other ,person's cog;

nition of the subject, but lew self:esteem

person cloesn't infer it so accurately.
XArhen the sul[iject doesn't Iike' the other

pcrsen, the accuracy Of higli se]uf-esteem

persori's inferenee is ･not diIll tent from that

of Iow sell:-esteem person's. On the other

hand, no factor.influences･the accLrr'acy

concerning the iriference of the other
person's seif image. 'RegardiLig'low selfi

esteem ,$ubjects, the accuracies of So and

Os are alrnost the saJne. But regardlng
high selPesteem subje'ets, the accuracy of

So is 'highe'r than ･Os. I-t may show that

tlie iriference of the other person's cegni-

tion ･concerning thc subject is more imper-

tant to the.high seMesteem pe'rson than the

other inference. ' :
  Now letls examine further abou't tlie
influepce･ of interactiOn ,bet"reen/ -se]fi

esteem and a･flk ct upon the･accuraCy ofSo.

X'Vhcn the subject and the other person lilte

witli each other, he ought te hifk)r the other

person's cegtiition more accurately than
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Corrclation rnatrix .and- factor Ioadings for S-1 (HS･L+Boy>

-i,+9L .I 414.

s

I

So

o
Os
si

o,

Cerre!ation rnatrix

s I So o Os s'

.653

.B9S

.638

.S31

'.104

.527

.746

.6:IO

.633

,257

,62S

.652

.50!

.054

.556

.585

.365

.613

.369

.474 . Ltu5B

1  Unrotatedt
factor loadlngs

:

I II I･II-

1

1

l
i

.853- ,363 .060

.8BS - OOtl -.i24

,871 397 .063
.794 l27 .037
.706 212 -.315
,351 594 .QB5
.728 266 .221

 3.971
L

  4

.774 .180

  Rotated
lactor loadlngs

I' IIt I･II,

.833

, 8t!-7

.eso

..781

.7t}s

.33B

,6B9

 .ttOl -.086

 .ooo .ooo
 ,4S1 =-.1O:l･

 .OOO .･196

-.292 -.032

-.376 ,477
 :OOI .iF17

3.88B .57S .459

h!

t By principal-lactor solutionL

.86S

.718

.920

,648

.6tl3･

.`l8S

.650

Gbrrclatieii rnatrix- and-

 TA.BLE
facter lo'aclings for S-2 (HS-NL･Boy)-

s

I

So

o
Os

s,

o'

Correlation rnatrtx

s I so o Os

  .666

  .706

･ .515

  .602

-.020
  ,.406

.529

.425 ,760

.42B .41･1 .266

.Otl9 ･-.030 -.19B .259

.374 .377 .227 .491

s,

;Si4

i Unrotatccl
I ' facto:' loadings

i

L
I･ II IJ･!

L
l
1
I
!

L

L
l

1

.838 - 142 .27"

.723 ,O!9 .220

.834 !97 .228

.ZOO 395 ,355

.644･ 337 .,l93

.058 ,739 .2-

.5;I7 S22 .114

l3.L28 1.I:l8
i

.396

  Rotated
facter loadings

lt -IIt III,

.878 -.156

.756 .000

.7.27 .009

.557 -.127

.6Bl･ .288

.O12 .759

.504 .576

 .D55.

 .ooo

 ..508

 .66B

..!s9
- , ]･29

  .or6

2.899 1.031i .744

h:

.797

.571

.786･

.772

.566

.59zF

.585

when' he ･doesn?t'like the othev perSon,
because ef More opporLunity to int.eract
with the otlier persoii. But low selfL
esteem person cloesn't show such tendency.

Therefore,- we should consicler that some
faGtor contradicts tlie infiuenee ofaf;fl]et in

case of lew selfLesteem person, It-is Pro'-

bably conccpning the relations between
Se'and.1, and between O' and I, That is,

low selPesteem subject doesn't ･infer that

the other person?s cognition concernmg
the subject is consonant to 1iis ･ideal self

imag'e 'm both cases of,the other person
whom hc likes ancl the oile Whom he cleesn;t

like: (cL TabJe 1), But actually, the

etlier person･ whom he likes cenceixres him

te 'be more 'eonsonant to his, ideal self

imag'e ,than the oulier person whom･ he

                                 sub-doesnit･ like. Thereforc when the
ject doesn't like Lhe other person, he has

more pDssibiiity to iirkr acGurate!y. In

any "Tay, low selflesteein sulzieet canngt

infer so accurately the ether'persons
cognition concerning the subject As suc-
cessfu1 interaetlon depends more or 1ess

upon the aecuracy ofsuch inference, it is

natura/1 for low seLfLesteem perseri to be-

come inadaptlve in his social life.

  To sum up, Iow sell;;esteem person tends

to cenceive ether person to be dit:flrent
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CorrelaLion rnatrix
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    [Il,NBLE 5

and lact'or loadings for S-3 CLS･L･Boy),

s

I

So

o
Os,

s,

o,

Corrclatioh matrix

s I So o os s'

- .233

 .816 -.309

 .2Il .152 .16pL
 .339" -.O03, .149

 ･,026 -,077 .]･11

 .339 .06;l･ .038

 .359

 .307 .307
-.O:I7 -.185 -,18tl

 Unrotatecl
factor loadings

I II III

  907 -.217 - 158

- 248 .129-- 35S
  S61 -.r69 2:l･2
  311 :471 - 27`1

  375 .485 - 087

 .202 .500 ,092
 ･ !2B -.tl･28･ - `1･1`t

  ROtatcd
fiactor loadings

I, I･It Il･r,

- .437

 ."50

-.7]2

 .I79･

 .OOI

L;O"1･

 .132

226

ooo

2`I7

561

603

537

321

.80B

.ooo

.511

.21'6

.ItlO

.097

.50]

].920 .9S3
.ti･71I

   1
.952 1.I82 ].2tt]

h2

:895

,203

.828

.39`l･

.383

.299

.371

Correlation rnatrix ancl

 Ttu]LE 6

factor lbadings' for S-tl {LS･NL- ･Boy)

s

I

So-

o
Os
s,

o,

Corrclation matrix

s I Se o Os s,

-.220-

 ,711 `･-.027

 .2･I3 -:317 .269

 .4-7 -.045 A67
 .O"6 -,IB4 .094-

 .･IB2 ,1-7 .S51

.49e

.os7 .og3

.079 -.046 .S30

 Ulnro[atcd . .
factor Ioadings

I II III

  798 -.063

- 176 -.BB2

  82･1 -.227

  475 .tl62

  636 ,189-

  102 -.46S

  223 -.555

.29S

.158

.111

.269

.296

.319

.027

2,032 .975 .387

  Rotatecl
lacto; Ioadings

I, IIt IIIt

- .36S

 .450

-.168
L .tlS3

- ,30"

 ,469

 .39d･

.V65

 ooo

 802

･ Ott7

 303

 206

 tlxl9

,.1 ltl･

ooo

262

526

SS7

258

Otl9

I.063 I..566 .772

n2

.728'

.202

.738

.51.1

,528

.328

.358'

fi'om himsclg ancl his inference about
other person's co.crnition cencerning him-

self tends to be incorve¢t:- X,Ve can inter-
pret also with these results, att lcast in pavt,

the proposition that low' selfiesteern is

connected svith maladjustanent, which has'

been ppinted eut by cliniearl psychologists.

hinaJ' Stnictui'e of 7 C'oncclPts: I?2ictor Anal)Jsis

 -fbr4C:aEqs' - '
  rables 'St-Lt'6 s'hew tlie correlation maL

trices and･ the results of facter analysis for

S-･1NS-1. An..examination- was niade for
the first 3 fa'ctors fo.r each case. The tabies

of factor loadings by Principal-fliictor

so'IUtien･show that the eigenvalu'e ef the

first faGtor (I) is very large as Gompared

with that of the rest･faetors in all 4 cases.

ItVe consider it as general' factor of selil

other coiicepdion, which shows the dc.ffree

ef congrueney among concepts. But the
sizes of eigenvalue'ancl the pattevn-of
factor loaclings/for 'tlie first factor are

difl]erent betsveen high sel;esteem persons

(S-1, S-2) and -Iew selCesteern on'es (S-3,

S-4). Regarding hi'gh self-estee'ni sub-
jects the concepts excePt the other person'si

self iJnage are congrueiit with caclt other.

But regarcling low selFesteem 'sulofects

only S, So, O and Os (condition NL) or
only S amd So (condition L) are congvuent{

and th'ey arc all-incongi:uent with･ ideal,self
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lmage. ･ , . .･  By the results ofrotation. "re can notice as
"rell that tlie first factor･(I') inclieates simi-

larity and censonanee among the con-
cepts exeept the other person's self image,

for S-1 and S-2, di(Fference er dissonance

between 'the subjeet's -concepts concei'nlng
self ancl iaeal self image for S-3, .and dilEfl)r-

ence or dissonance betureen the subject's

selfimage and his ideal selfimage, betsveen

the sulziect's concepts concgrning the other

pevson and ideal self image for S--. For

S-1 the second factor (II') is the one re-
garcling the difll rence bets-veen the sub-

ject's self!mage and the other persop's self

irnage, and the third factor (III') is thc

ene vegarding the charaeteristics of ratings

1)y the other person. For S-2 the seconcl

factor is the one r'e' garding the characteris-

tics of ratings by the ether pe.rsori, ancl the

third factor is tlie one indicating' the cOn-

nection betsvdcn thc image of the other
 person and the inference of the othcr per-

 son's image concerning the sulofect. For
 S-3 the secondfactor is the one. regardin.cr

 the other person's personaliBr, and the
 thircl factor is the one regarding the
 subjcct's personality. For S-4 the second

 factor is the one regarding the subject's
 personality ancl the third is the onere-

 gardiiigtheinnageeftheotherperson. X,XTe

                               aiicl the can eonsider the facter TII' for S-l

 factor'II' for S-2, the factor III' for S-3 ancl

 the factor II' for S-4, as almost the same

 ene respectively.
   Generally speaking, on the basis of tliese

 results of factor analysis, the eoncepts of

 high selE:-esteem person are conSonant with

 each other'. But the conccpts ef low self:-

 esteem persen- are cliffkirentiatecl into 3

 groups-concepts concernin.cr sclr (S and

 SO), concepts concerning the other person

 (O ancl Os), and his ideal self image.

  General Cbnsiderations .
   In the results of this study examinecl

  above, "re consicler follo"ring three points

 .asimportant: (1) Thesulbject'sselfimage
  and inference of the other person's cog-

and Interpcrsonal Cognitaon            ･･ t{H-
nition concerning the subject, image ef the

other persop and iiTfercpce of the other
peLtsen's self iprLage, arc extiremely simila,r

respecthrely, (2) High selgesteem persons
cegriitions ancl inferences coneerning sclf

and the other person ･are censona4t wltli

             .)each other, but low seLf:-esteem.persons

eon'cepts are apt to bc disrupted into 3

greups-concepts cencerning self (S anq
So), cencepts concerniiig the' otber person
(O and Os)･, alid icleal self iniage, (3) The

main el:[bct e£ aEfbct (like or not)'is tbe

idealization or the other person. ･
  Th e' IFirst halfof (1) may indicate thag one

conceives ]iimself under tbe infiuence of

his inference concerning the other person's

cegnition of hirn, and that ,rcverse'Iy the

inferTence itself is basecl upon ]iis se]f image.

Ancl the latev half may inclicate that the
iri.ference of the othcr person's self iTnage is

much aEII]ctecl by thc subjectt:s judgement

 Qf the other person. Regarding (2), the
 diflk)yentiatien arnong the concepts of se4

 the other person, and ideal self which is

 shown in the concepts ･of low seresteem
 person, is not a simple ,diffbrentiation but

 a sort of dissonance. Low sell:-esteem
 pcrson conceivcs actual selr ang the ether.

 person as not always;consistent "dth his
 ideal self that he intends to be and that hc

 may "rant also theother pevson to be. His

 subjective･world is consiclered to be'dis=

 rupted. It vemincls us or the ai:gument
 cencernipg the reiationship bets･veen self

 esteem and adjusta.nent presented by many
 researchers. Regarding (3), N･ve tliink that

 the importance of the directien of one's'

 value system to our concept-formation
 and ･its relation to. emotion is coiifiiTnecli.

 .1)tncl we are interested in uhe faet that

 tl]ough the inference of thc other person's

 self lmage i.s closely eennectqd with the
 imagc of the other person, they are irrau-,

 encecl a ]itale di･I:[k)rently 1)y thc afZrbct

 rcspective]y. ,
                SVMMA.RY - '

   The prescnt seudy,was cenclucted to

l46
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investigate the intevconliectedness among
concepts concerning self and ether person,
and the efllects ofseMesteem and of aflkict

upon such -interconnectedness. The sub-

ject's concepts examined here were self
hn4ge (S), ideal selfimage (I), image ef the

other person (O), ipference of the other:

persen's cogiiition concerning the subject

(So), and infevence of the ether person;s

self image. The other person's concepts
examined in rela'tion to subject's concepts,

ssrere (the etlier person's) self image ancl

the image of the subject.

  Subjects "iere 28 beys and 28 girls (15-

1 7 years old), including 7 stuclents for each

conditien-selflesteem (2)× aflkct (2)×
boy er gh'1 (2). They rate above men-
tionecl concepts on Semantic DiEEk)rential

type scales. As for each su]ziect, 21
Pearson's' r were ealculated betsveen 7

i'ates and each r was tr'a'nsfoptinecl into z

score in erder to cotnpute the mea.n･ for

caGh relation betsveen rates. The efikcts

of sellLesteem, a'tlbct qnd sepu diflkrence

upon eacli relation were examined by the
analysis of variarice.

  For the cerrelation matrices of 4 bOys

representing 4 conditions respectively,
factor analysis "ras performed in orcler to

cxamine inner structure of 7 concepts.

  The rnain results are as fo11ews; (l)
Subject's self image and inference of the

other person's cognition concerning Lhe
subject, image of the other person and
inference of the other persen:s self image,

are extremely ･similar respectively. (2)

The tendency concerning assumed simi-
l'arity is owing to the idealization･ t.endency.

(3) ]E[igh selFesteem person's inferences ,

ave proj'ect!ive but low sel-f:-esteem person's

are n'ot sO projective. (el-) The ac¢uracy
regarding the inference of the other per-

son's Cognition ･concerning the subject,
are influenc.ecl by selfLesteem and inter-

personal fecling, but the accuvacy regard-

ing the inferenee of the other person's sclf

irnage are not influcnee.d by any factor.

(5) Mgh selCesteeni persen's･ cognitions

and infei"ences concerning self ancl othcr

KAJITA

person are censonant with each otheir, but

low selC;esteem person]s concepts are apt

to be disrupted into 3 groups-concepts
cenceirning selg cencepts conceming the

other pevson, and his ideal self imagc.
(6) The main elEibct of 'aflkict is the iclea'li-

zation of the other person. (7) Gir1's
concepts･ are more congr:uent withiii each

other than those of boy.
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L』1ら：竹
丘の三三i因…どLブのi盲：己i章i認L」1

L塵囲励こ＝」’っ『て『日’ら＝か＝1こき庶’こ『とr
1カぐ’ら＝と＝

対人認知欝か町人関係ε翌翌とて・るオ・■
1痴＝擁螺か’ら肇理’福bど、熟の’五’つ’の’遡

匪多濯盤景命『と，々、竈づ婆7海う＝う＝

1　＝｛ノ・＝　iと〒L幽て＝　1ム七一湾1う。　」1

1劾隷iの…ん…と…三二自喉＝渉遽し…，3鳶　圃

1儲…の…画噛i己ll・翁iし…て濾し…露…動濯　1乙1

r言一緬の1レ汰…碗…碓…三塁…幽iうi碗士…・追認…副

iう1／1一絢1か「あ＝う1　h’童i・hi2｝童1＿）ユi苛i々iわi引

h己…じ1言…ム＝τ3 @＝フ｛てiぎ＝　＝：自iz比婆⊥LL巡＿＿1

瞭／…の＝ん…が一・…ド紺；しiτ聖上、継妾出4…能圃

匡…ヒ…フ…紺…づ…に…認…病ね…し……い…の…ノ・…㍊…始…乙1
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匪回顧⊥ム止」…爵の人’縮…定鰯吻重油
L二重蔓一三＿＝言望i契口iしi：fi可i乙・・o　：まiτ三｛　［

1合…｛・…み、・’て＝和戦らど1の’め1・見羨拠」

b…ぎ…う’）…か…と謬論’詩：エ’幽言柄励也渚…と　

［め1剥れ’ガτ勃梱含互1イ’用’1二遂・1！’3’諸T量鹸：ε…苑…合・i

齢し＝堅肉・’づk＝と＝／考法う’れ濠）■
6へ’一土’ tて口…＝3イ〆　 ジ’と　＝均…／分’〃、昌ラ『｝っ…zl

・1い…謝…メL…∫i癒己…i《…）i1・…近1・贈iのiと…止iτ1

拷i幻…δ…傾i・向’がii歩…

隊わ」多…こ嫁め3／・’』らiれ…τ譲る雇：うiと…考兇1
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